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景
江
山
撰
要
寺
は
、
天
正
九
年
(
一
五
八
一
年
)
に
横
須
賀
城
初
代
城
主
大
須
賀
康
高
が
、
城
の
北
西
の
程
近
い
丘
上
に
創
建
し

た
浄
土
宗
の
寺
で
、
江
戸
時
代
は
六
十
石
の
朱
印
地
を
有
し
、
十
万
石
の
格
式
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
域
の
墓
地
に
は
、
大
須
賀
康
高
、
そ
の
養
子
大
須
賀
忠
政
、
横
須
賀
城
第
十
二
代
城
主
本
多
利
長
一
族
の
墓
塔
を
初
め
と
し
て
、

歴
代
城
主
の
家
臣
等
の
墓
塔
六
百
に
及
ぶ
多
数
の
も
の
が
存
在
し
、

そ
の
形
態
も
種
々
の
時
代
相
を
遺
し
、
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。
然
る
と
乙
ろ
永
年
の
星
霜
に
伴
な
い
破
損
す
る
も
の
、
倒
壊
す
る
も
の
あ
り
、
ま
た
石
文
の
消
滅
に
よ
り
判
読
困
難
と

な
れ
る
も
の
あ
り
、
歴
史
を
語
る
墓
塔
調
査
が
速
か
に
実
施
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

乙
の
度
幸
に
し
て
文
化
庁
及
び
静
岡
県
教
育
委
員
会
の
援
助
を
受
け
、
静
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
斎
藤
忠
先
生
、
県
教
育

委
員
会
文
化
課
、
撰
要
寺
住
職
泉
敬
常
師
を
初
め
と
し
て
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の
下
に
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
よ
り
翌
年
三
月
に

百
一
る
実
施
調
査
を
完
成
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
は
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
本
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
て
調
査
の
成
果
を
公
に
す
る
と
共
に
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
本
書
の
活
用
を
切
望
し
、
序
文
と

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十

六
年
三
月

静
岡
県
小
笠
郡
大
須
賀
教
育
委
員
会
教
育
長

村

松

ネ右

次
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本
書
は
静
岡
県
大
須
賀
町
山
崎
に
所
在
す
る
景
江
山
撰
要
寺
の
墓
塔
・
墓
標
群
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

調
査
は
国
・
県
費
の
補
助
金
を
得
て
、
大
須
賀
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

2. 
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
は
撰
要
寺
墓
塔
群
調
査
団
を
編
成
し
、
団
長
斎
藤
忠
博
士
の
指
揮
に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
団
の
編
成
は
以

3. 

団

長
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顧

問

長

調
査
員
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調
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本
書
の
原
稿
執
筆
お
よ
び
掲
載
し
た
写
真
は
全
て
斎
藤
博
士
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

実
測
図
お
よ
び
挿
図
の
作
成
・
ト
レ
ー
ス
は
平
野
・
佐
藤
達
雄
・
川
崎
陽
子
が
お
こ
な
っ
た
。

5. 6. 

本
書
の
編
集
は
斎
藤
博
士
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
平
野
・
佐
藤
が
補
助
し
た
。

7. 

教
育
長

村

本
調
査
に
係
る
事
務
は
大
須
賀
町
教
育
委
員
会
が
お
こ
な
っ
た
。

次

事
務
局
長

牧

社
会
教
育
主
事

松

松

祐

野

秀

本

す
が
子 雄



序一、
一
-~ 、一一、四五、

士一口
'
主
川

本

目

次

文

撰
要
寺
の
沿
革
と
墓
地
の
経
営

調

査

の

方

法

地
区
別
に
よ
る
墓
標
の
整
理
と
そ
の
表

墓

標

の

種

類

墓
標
の
編
年
的
序
列

墓

標

の

変

遷

撰
要
寺
墓
標
に
関
す
る
二
、

二一

の
問
題
・

4 4 67 85 93 98 



第第

二

図

第

三

図

第

四

図

第

五

図

第

六

図

第

七

図

第

八

図

第

九

図

第
一

O
図

第

図

第

図

第
二
ニ
図

第

一
四
図

第

一
五
図

第

一
六
図

第
一
七
図

第
一
八
図

第
一
九
図

第
二

O
図

第
二

一
図

第
二
二
図

第
二
三
図

t市

図

調
査
カ

l
ド

来
家
太
七
夫
妻
の
供
養
の
石
仏

E
地
区
の
一
部

E
地
区

W
地
区

V
地
区

目
・
咽
・

X
地
区

四
地
区

X
地
区

E
・
沼
地
区

沼
地
区

盟
地
区

河川地
区

町
地
区

別
地
区

別
地
区

測
地
区

畑
地
区

墓
地
発
見
の
骨
壷
写
真

墓
地
発
見
の
骨
壷
図

墓
標
群
分
布
図

(I
・
E
・
町

-
U
地
区
)
・

墓
標
群
分
布
図

(
E
地
区
)
:
:

墓
標
群
分
布
図

(
V
-
m
u
・
民
地
区
)
:
・

図

目

3 

第
二
四
図

第
二
五
図

第
二
六
図

第
二
七
図

第
二
八
図

第
二
九
図

第
三

O
図

5 5 9 10 14 16 17 

第
三
一
図

26 

第
三
二
図

第
三
三
図

30 30 

第
三
四
図

第
三
五
図

第
三
六
図

33 37 46 41 

第
三
七
図

49 52 

第
三

八
図

58 58 

第
三
九
図

59 58 60 

第
四

O
図

61 

次墓
標
群
分
布
図
(
唖
・

x
・
盟
地
区
)
:

墓
標
群
分
布
図

(
E
・
湿
地
区
)
:

墓
標
群
分
布
図
(
却
-

m

-

W

M

地
区
)

墓
標
群
分
布
図
(
加
地
区
)
・

墓
標
群
分
布
図
(
珊
地
区
)
・

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区
|
9
-
m
)
・

墓
塔
実
測
図

(
I
地
区
1
1
・

2
)
:

墓
塔
実
測
図

(E
地
区
|
4
・
5
)
:

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区
|
6
・
7

-
m
)
・

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区

l
・
2
)
:

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区

3
・
8
)
:

墓
塔
実
測
図

(E
地
区
|
日

・
ロ

・
日

-u
・
日
)
・

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区
辺
、
四
地
区
|
話
、
耳
地
区

-
2
、
班
地
区
羽
・
日
・
臼
)

墓
塔
実
測
図

(
H
地

区

羽

・
却
、
町
地
区
l
M
、
四

地
区
l
話
、
沼
地

区

1

)

墓
塔
実
測
図

(E
地
区
l
m
-
m
・
四

-
m

-
m
、
日
目

地
区

2
、
四
地
区
ー
は
、
沼
地
区
間
)

墓
塔
実
測
図

(
E
地

区

口

・
句
、
E
地
区
1
7
、
町

地
区
|
日
、明日
地
区
1
9
、
沼
地
区
l
お

・
お
-
M
、
珊
地
区
l
印
、

W
M

地
区
l
m
)

墓
塔
実
測
図

(
E
地
区
|
幻

・
初
、
E
地
区

2
、
町

地
区
1
1
、
目
地

区

7

・
8
、
田
地
区

62 63 64 65 66 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 



第
四
一
図

第
四
二
図

第
四
三
図

第
四
四
図

第
四
五
図

第
四
六
図

第
四
七
図

第
四
八
図

第
四
九
図

第
五

O
図

第
五
一
図

第
五

二
図

第
五
三
図

第
五
四
図

第
五
五
図

第
五
六
図

第
五
七
図

ー
必
、
医
地
区

l
l
・
日

・
ロ
・
目
、
別

地

区

出

)

板
状
碑
の
正
面
と
側
面

(
E
地
区

l
m
)

三
角
頭
墓
標
の
諸
形
式

三
角
状
弧
頭
・
弧
頭
・
二
重
弧
頭
・
隅
丸
方
頭
・
隅
丸

・
二
重
方
頭
・
盛
り
上
げ
方
頭
・
三
角
錐
方
頭

各
面
の
隅
取
り
の
あ
る
三
角
頭
角
碑
(
沼
地
区
!
お
)

笠
付
方
柱
状
墓
標
の
笠
部

位
牌
形
笠
付
方
柱
状
墓
標

仏
像
付
背
光
状
墓
標
(
町
地
区
日
)
・

自
然
石
の
墓
標

宝
匿
印
塔
隅
飾
の
各
種
形
式

五
輪
塔
火
輪
部
の
屋
根
形
式

無
縫
塔
上
部
の
各
形
式

文
字
の
記
載

党
文
表
現
の

二
例

蓮
の
葉
と
膏
の
表
現
と
水
受
け

聞
き
蓮
弁
の
各
形
式

立
葵
の
家
紋
の
諸
形
式

頭
書
の
党
字
と
紋
章

80 81 82 83 83 83 84 84 95 96 97 103 102 101 100 100 99 



第第第第第第第第

ームA

/¥ 七

第第第第第第第第第第第第第第第第

ハ九八四三二一 O 九八七六五四三一 -0 四

撰
要
寺
の
位
置
(
航
空
写
真
)

撰
要
寺
周
辺
地
形
図

墓
地
全
体
図

撰
要
寺
墓
地
遠
望
と
山
門

大
須
賀
家
墓
所

(
I
地
区
)

大
須
賀
康
高
墓
塔

大
須
賀
忠
政
墓
塔

本
多
家
墓
所

(
E
地
区
)

本
多
康
重
墓
塔

(
E
地
区
)

本
多
康
紀
墓
塔

(
E
地
区
)

本
多
忠
利
墓
塔

(
H
地
区
)

E
地
区
宝
僅
印
塔
等
の
並
列
状
態

宝
僅
印
塔

(
E
地
区
)

宝
鑑
印
塔

(
E
地
区
)

宝
匿
印
塔
上
頂
部

(
E
地
区
)

宝
僅
印
塔

(
E
地
区
)

宝
僅
印
塔

(
E
地
区
)

宝
僅
印
塔

(
H
地
区
)

宝
僅
印
塔

(
E
地
区
)

五
輪
塔

(
E
地
区
)

五

E
地
区
の
墓
標

E
地
区
の
墓
標

E
地
区
の
墓
標

E
地
区
の
墓
標

図

版

目
第第第第第第第第第第第第

六五回三二 -0九八七六五

第
三
七

第
三
八

第
三
九

第
四

O

第
四
一

第
四

第
四

第
四
四

第
四
五

第
四
六

第
四
七

第
四
八

次

町
地
区
の
墓
標
(
無
縫
塔
)

(

1

)

町
地
区
の
墓
標

(
2
)

百
地
区
の
墓
標

(
3
)

町
地
区
の
墓
標

(
4
)

町
地
区
の
墓
標

(
5
)

V
地
区
の
墓
標

日
地
区
の
墓
標

四
地
区
の
墓
標

(
1
)

田
地
区
の
墓
標

(
2
)

田
地
区
の
墓
標

(
3
)

四
地
区
の
墓
標

民
地
区
の
墓
標

(
l
)

医
地
区
の
墓
標

(
2
)

X
地
区
の
墓
標

沼
地
区
の
墓
標
(
五
輪
塔
)

(

1

)

沼
地
区
の
墓
標

(
2
)

盟
地
区
の
墓
標

(
1
)

盟
地
区
の
墓
標

(
2
)

班
地
区
の
墓
標

(
l
)

理
地
区
の
墓
標
(
五
輪
塔
)

(

2

)

却
地
区
の
墓
標

W
M

地
区
の
墓
標

別
地
区
の
墓
標

瑚
・
珊
地
区
の
墓
標
(
左
三
基
は
凋
地
区
)



序

撰
要
寺
の
沿
革
と
墓
地
の
経
営

撰
要
寺
は
、
静
岡
県
小
笠
郡
大
須
賀
町
山
崎
一
三

O
二
の
地
に
あ
る
。
景
江
山
の
山
口
す
を
も
ち
、
浄
土
宗
の
宗
派
に
属
す
る
。
独
立
し
た
丘
陵
地
の
西
が
わ

に
あ
り
、
前
面
に
平
地
を
の
ぞ
む
が
、

乙
の
平
地
を
へ
だ
て
て
南
西
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
に
は
、
同
じ
独
立
丘
陵
上
に
横
須
賀
城
跡
が
あ
り
、
国
の
史
跡
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。

乙
の
横
須
賀
城
の
初
代
の
城
主
大
須
賀
康
高
は
、
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
武
田
勢
を
攻
略
す
る
に
当
り
、

は
じ
め
撰
要
寺
に
布
陣
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
の
ち
、
横
須
賀
城
に
居
城
す
る
に
及
び
、
天
正
九
年
(
一
五
八
一
)

に
は
、
山
及
屋
春
阿
和
尚
を
請
じ
て
、
撰
要
寺
を
創
建
さ
せ
た
と
い
う
。

『
横
須
賀
根

元
歴
代
明
鑑
』
は
、
同
町
浄
土
真
宗
善
福
寺
二
代
の
住
持
釈
祐
念
師
の
筆
に
な
る
と
い
わ
れ
、
史
料
と
し
て
信
湿
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
は
、

私
云
撰
要
寺
は
往
古
は
高
天
神
の
麓
に
有
之
撰
要
寺
ケ
谷
と
申
伝
旧
跡
有
之
由
、

五
郎
左
衛
門
殿
横
須
賀
の
城
主
に
被
仰
付
節
被
為
得
上
意
建
立
の
寺
也
。

当
寺
領
五
十
石
五
郎
左
エ
門
殿
寄
附
十
石
出
羽
守
殿
寄
附
右
春
御
朱
印
也
。

と
あ
る
。
な
お
、
友
屋
春
阿
和
向
は
、
中
田
村
の
松
風
山
応
馨
院
二
十
九
世
の
僧
で
あ
っ
た
。

「
往
生
要
集
」
か
ら
、

ち
な
み
に
、
景
江
山
の
山
号
は
、
西
が
入
江
に
面
し
風
光
の
絶
景
の
地
に
あ
っ
た
と
と
に
も
と
づ
く
と
い
う
。
ま
た
撰
要
寺
の
名
は
、

(
1
)
 

そ
れ
ぞ
れ
「
撰
」
と
「
要
」
の
文
字
を
採
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
撰
釈
本
願
集
」
と

横
須
賀
城
初
代
の
城
主
康
高
は
、
天
正
十
六
年
六
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
。

『
横
須
賀
根
元
歴
代
明
鑑
』
に
は
、

天
正
十
六
子
年
六
月
二
十
三
日
大
須
賀
五
郎
左
エ
門
殿
撰
要
寺
へ
参
詣
、
本
堂
如
来
前
に
而
逝
去
也
。

ム
」
中
の
フ
。
。

と
に
か
く
、
初
代
城
主
大
須
賀
康
高
は
、
撰
要
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
二
代
(
五
代
)
忠
政
も
、
慶
長
十
二
年
三
六

O
七
)
九
月
十
一
日
に
逝
去
し
、
康
高

の
墓
に
隣
り
し
て
葬
む
ら
れ
た
。
忠
政
は
、
榊
原
式
部
大
輔
の
二
男
で
、
大
須
賀
家
の
家
督
を
相
続
し
、
出
羽
守
と
な
っ
た
。
『
横
須
賀
根
元
歴
代
明
鑑
』
に
、

慶
長
十
二
年
出
羽
守
殿
病
気
に
依
り
為
養
生
上
京
、
有
馬
湯
汐
之
湯
周
年
九
月
十
一
日
伏
見
に
て
逝
去
し
給
う
。
横
須
賀
撰
要
寺
に
送
葬
、
号
華
馨
院
殿
前

羽
州
泰
巌
曳
安
大
居
士
と
是
也
。

ん」企のヴ
hv

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
城
主
の
菩
提
寺
と
し
て
高
い
格
式
を
も
ち
、
法
燈
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
十
二
代
本
多
利
長
が
、

正
保
二
年
(
一
六
四
五
)
城
主
に
な



る
に
及
び
、
父
・
祖
父
等
の
墓
標
を
三
河
の
岡
崎
か
ら
海
路
運
ん
で
、
寺
の
本
堂
の
奥
に
当
る
丘
陵
の
背
後
に
営
ん
だ
。
あ
た
か
も
横
須
賀
城
か
ら
は
、

そ
の

北
東
に
望
ま
れ
る
一
角
に
当
る
。
本
多
家
の
家
中
も
又
、

ま
た
直
接
乙
の
地
に
墓
を
営
ん
だ
も
の
も
あ

(
2
)
 

っ
た
。
撰
要
寺
の
現
住
職
の
泉
敬
常
師
の
ま
と
め
た
文
献
に
よ
れ
ば
、
墓
地
内
に
あ
る
本
多
家
関
係
の
墓
標
は
一
一
二
基
を
数
え
る
と
い
う
。

と
れ
に
し
た
が
っ
て
墓
標
を
移
転
し
た
も
の
も
あ
り
、

つ
づ
い
て
、
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
西
尾
忠
成
が
藩
主
と
な
り
、

そ
の
後
幕
末
ま
で
西
尾
家
は
城
主
と
し
て
つ
づ
き
、
撰
要
寺
は
、
家
中
の
人
々
の
墓
地

と
し
て
も
、
格
式
を
も
ち
つ
づ
け
た
。
『
横
須
賀
根
元
歴
代
明
鑑
』
に
は
、

元
文
二
巳
年
六
月
二
十
三
日
大
須
賀
様
百
五
十
年
の
御
忌
に
付
、
町
中
庄
屋
問
屋
撰
要
寺
へ
被
召
寄
、
何
れ
も
麻
上
下
に
て
参
り
町
中
よ
り
青
銅
二
口
口
撰

要
寺
へ
冥
加
銭
と
し
て
御
香
莫
を
差
上
げ
る
。

と
あ
り
、
ま
た
、
宝
暦
十
年
三
月
十
三
日
西
尾
隠
岐
守
が
江
戸
で
逝
去
し
、
竜
眠
寺
で
法
事
を
営
む
際
、

竜
眠
寺
御
位
牌
に
焼
香
の
御
寺
方
三
月
廿
八
日
一
番
撰
要
寺
二
番
本
源
寺
三
番
善
立
寺
四
番
浄
泉
寺

と
あ
り
(
『
横
須
賀
根
元
歴
代
明
鑑
』
)
、
撰
要
寺
の
格
式
が
知
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
高
天
神
城
主
一
族
の
小
笠
原
氏
の
墓
標
が
、
天
正
・
文
禄
・
慶
長
・
寛
永
の
頃
、

五
輪
塔
の
形
式
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
、
墓
地
が
営
造
さ
れ
た
。

一方、

江
戸
小
船
町
で
、
廻
船
問
屋
を
営
ん
だ
来
家
太
七
夫
妻
を
供
養
し
た
と
み
な
さ
れ
る
石
造
如
来
像
が
、

元
禄
十
四
年
六
月
十
五
日
、
石
工
佐
藤
伝
七
に

2 -

よ
っ
て
大
須
賀
康
高
・
忠
政
の
墓
所
の
裏
手
に
当
る
墓
地
の
入
口
の
高
台
に
営
造
さ
れ
て
お
り
、
豪
商
が
早
く
も
墓
地
の
重
要
な

一
角
を
占
め
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
藩
主
家
中
の
墓
の
ほ
か
に
、
江
戸
時
代
の
後
半
期
に
は
、

町
人
等
の
墓
標
も
見
ら
れ
て
お
り
、
撰
要
寺
の
乙
の
頃
の
一
性
格
を
示
し
て
い
る
。

撰
要
寺
は
、

乙
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も
と
に
、

そ
の
墓
地
は
天
正
十
六
年
の
大
須
賀
康
高
の
宝
宣
印
塔
を
初
現
と
し
、
江
戸
時
代
に
は
多
数
の
墓
標
が

営
ま
れ
、

し
か
も
明
治
・
大
正
を
へ
て
、
現
代
に
及
ん
で
い
る
。

幸
い
に
し
て
、
寺
院
に
は
そ
の
創
建
の
当
初
か
ら
の
過
去
帳
も
そ
な
わ
っ
て
お
り
、
寺
院
の
由
緒
は
も
と
よ
り
、
墓
標
に
刻
さ
れ
た
戒
名
や
、
死
亡
年
月
日

を
知
る
上
に
参
考
に
な
る
と
と
ろ
が
多
い
。

注

昭
和
五
十
五
年
刊
行
の
『
大
須
賀
町
誌
』

K
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

2 

寺
院
住
職
泉
敬
常
師
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
横
須
賀
松
尾
城
主
本
多
家
資
料
撰
要
寺
過
去
帳
』
(
昭
和
四
十
九
年
)
に
よ
る
。
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、

調
査
の
方
法

撰
要
寺
に
は
、
境
内
地
に
二
基
、
墓
地
に
お
よ
そ
七

O
O乃
至
八

O
O基
の
墓
塔
・
墓
標
が
存
し
、
現
在
な
お
墓
地
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
墓
塔
の
初
現
と
し

て
の
天
正
十
六
年
の
宝
僅
印
塔
か
ら
江
戸
時
代
及
び
明
治
十
年
ま
で
の
墓
標
を
と
り
あ
づ
か
っ
た
。
総
じ
て
四

O
O基
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
整
理
す
る
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
境
内
地
の
一
部
を
含
め
墓
地
全
体
に
つ
い
て
百
分
の
一
の
測
量
図
を
作
成
し
、
墓
塔
・
墓
標
の
す
べ
て
を
記
入
し
た
。

そ
し
て
、

ζ

れ
ら
を
整
理
す
る
便
宜
上
、
十
八
の

c

フ
ロ
ッ
ク

に
わ
け
た
。

乙
の
わ
け
方
の
基
準
は
、
墓
標
が
あ
る
ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
も
の
や
、
一
口
同
低
等
の
区
別
が
、

あ
る
程
度
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
適
切
で
な

い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
番
号
の
場
合
、

I
E
の
特
別
な
も
の
を
の
ぞ
き
、

E
以
降
は
、
参
道
に
進
ん
で
右
が
わ
を
偶
数
、
左
が
わ
を
奇
数
と
し
た
。

乙
れ
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
所
定
の
カ

l
ド

(
前
頁
挿
図
1
)
を
作
成
し
て
、

そ
の

一
つ一

つ
に
つ
い
て
、
形
式
・
大
き
さ
・
銘
文
等
を
し
ら
べ
て
記
入
し
、

あ
わ
せ
て
写
真
を
撮
影
し
た
。

一
方
、
寺
院
に
は
、
過
去
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

と
の
過
去
帳
を
コ
ピ
ー
し
、
私
自
ら
調
査
し
、

※
 

そ
の
墓
標
の
刻
字
も
照
合
し
た
。

4 

※ 

従
来

一
墓
地
に
つ
い
て
徹
底
し
た
調
査
を
行
っ
た
例
は
少
い
。
こ
の
中
で
曽
て
坪
井
良
平
氏
が
、
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
で
昭
和
七
年
の
頃
約
三
千
三
百
基
に
つ
い
て
調
査
し
た
乙
と
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、

氏
は
と
の
場
合
八
百
の
地
区
を
設
定
し
た
。

(
「
山
城
木
津
惣
墓
墓
標
の
研
究
」

『
考
古
学
』

一
O
1
六
)
昭
和
十
四
年

今
回
の
地
区
設
定
も
と
れ
に
な
ら
う
と
と
も
に
、
古
墳
群
に
つ
い
て
試
み
ら
れ
て
い
る
方
法
論
を
と
っ
た
。

な
お
、
他
に
石
碑
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
名
取
郡
内
の
も
の
を
丹
念
に
し
ら
べ
た
松
本
源
士
口
氏
の
「
唾
前
名
取
郡
の
古
碑
」
(
『
考
古
学
』
八
二

九
|
四
)
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
各
市
町
村
史
等
に
も
調
査

の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

一、

地
区
別
に
よ
る
墓
標
の
整
理
と
そ
の
表

調
査
に
当
っ
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
便
宜
一
八
区
に
わ
け
、
図
面
に
照
合
し
つ
つ
、
地
区
別
に
番
号
を
つ
け
て
整
理
し
た
。
次
に
表
を
中
心
と
し
て
乙
れ
を
記
載
す
る
。



-
地
区

本
堂
に
向
っ
て
左
が
わ
に
、

一
段
高
い
墓
所
を
な
す
。

乙
の
地
域
の
み
は
墓
地
で
な
く
、
境
内
地
の
地
目
を
も
っ

由
で
あ
る
。
二
基
の
宝
僅
印
塔
で
向
っ
て
右
の
も
の
は
、
初
代
横
須
賀
城
主
大
須
賀
康
高
の
墓
で
あ
り
、
天
正
十
六
戊
子
年
六

月
廿
三
日
の
紀
年
銘
が
あ
る
。
向
っ
て
左
の
も
の
は
、

二
代
(
五
代
)
忠
政
の
墓
で
、
慶
長
十
二
丁
未
年
九
月
十
一
日
の
紀
年

銘
が
あ
る
。
二
基
に
つ
い
て
表
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、

乙
の
地
区
の
裏
手
、
墓
地
へ
の
参
道
の
左
が
わ
の
高
台
の
一
角
に
、

八
角
基
壇
の
上
と
墓
台
の
高
さ
五

0
セ
ン
チ
蓮

華
台
座
を
含
め
た
仏
像
の
高
さ
二

O
六
セ
ン
チ
の
石
造
如
来
像
が
あ
る
。
来
家
太
七
夫
妻
の
供
養
塔
と
も
み
な
さ
れ
る
。
八
角

基
壇
の
裏
に
は
、
元
禄
十
四
年
六
月
十
五
日
の
紀
年
銘
が
刻
さ
れ
「
石
工
佐
藤
伝
七
忠
尚
」

② ① 番号

宝 宝
形

箆 官室

fP 印 状
塔 塔

Cc区-ヨコ ζ亡巨主ココヨ

高さ 大

し、

区/耳可、 三C三コ 中品
さ

区ヨ ii9ヨ 厚さ

花
時干

東呑岸浄

援
馨 要
院 天 寺
殿 E 殿 表
前 十 士唐 円リ

羽 ノ~\一/一」ー¥ 金 銘
神州 月戊霊 覚吾

廿 子
三年
日

面

と六『
あ 月 過
り 廿 去 個1

三 L帳白

日
文六 lζ

十 は
二己 函
才丑
去年

現

状

写真

の
刻
字
も
見
ら
れ
る
。

来家太七夫妻の供養の石仏第 2図

番号

形

状

高さ 大

し、

中昌
さ

厚さ

時干慶 泰正王

主3安!山=主ζ fI， 長 表
十

九二 居 銘
月 丁 士
十 未僕
一 年
日

面

倶Ij

文

面

現

j丈

写真

R
U
 

H
地
区

墓
地
の
最
も
奥
の
高
台
上
に
存
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
酉
面
し
て
並
列
し
て
い
る
。

十
二
代
城
主
本
多
越
前
守
利
長
が
、
三
河

E 地区の一部

岡
崎
か
ら
運
ん
だ
、
本
多
豊
後
守
康
重
(
向
っ
て
右
)
本
多
豊
後
守
康
紀
(
中
央
)
本
多
伊
勢
守
忠
利
(
向
っ
て
左
)

の
墓
標
と
し
て
の
大

第 3図

二
基
並
列
し
て
い
る
。
次
の
表
示
の
如
く
で
あ
る
。

型
五
輪
塔
が
、
石
垣
の
中
に
並
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
乙
の
墓
所
か
ら
、
向
っ
て
右
か
ら
数
え
て
宝
僅
印
塔
・
五
輪
塔
・
板
状
碑
等
が
四



⑦ ⑤ ⑤ ④ ③ ② ① 番号

宝 宝 宝 宝 五 五 五
形E壁 箆 官室 官印室 塔輪 輪塔 輪塔印 印 印 状

塔 塔 塔 塔

= 三三 fヘ ニ二
にコ 量全 g 亘 全 美Eコ 三 全 毛 大フ 『 O 高さ

、局ーノ 品 高
し、

E竺ヨ
ノ一、

イニ才 吃コ 。昌ノ←、、 Cコ
さ

4コ ノー、、 一= /ス フ『 ヨ宍 厚さ

栄 妙、 妙 妙、 藤一 勇 本 藤 雄 本 藤 陽 慶
春 法 法 法 原 由主"- 多

原康 山 前多 原
道山 長十智 蓮 蓮 蓮 ，忠 道 前 道 朝

安 華 華 華 利士智居伊 紀士策局豊 康臣士雪居年六 表
良 経 経 経 勢

後守
I[二、 守 重 銘

国月 光承 安 七日寛 月
明 岳ff!- ノム¥ 住 慶 月源永 廿
暦 上院圏 月 院 安 十禅十
丁 旬殿三 廿 殿 四定四 日

酉 三員申 八
清窄ま

己 日尼 丁
面年 日 耀 午 日 丑 丑

日 日 暦
久 霊仙淑
空エE雪Z 

月鏡過『 四 四 と 国 『
方 方 あ過

長去 lと IC り iJI1去 倶リ

禅 E 党
字党 2ミーE← L帳-

字
定 lと あ あ 陽 lζ 文
尼は り り 山は
と松 道鳳

面あ寿 雪 1羽
り院 居院

殿 士殿

最
化風

最 現
上 上

状欠 欠

図12 図12図16 図12-図14図15 図12図13- 図10 図9 写真

⑬ ⑫ ⑬ ⑬ ⑨ ⑧ 番号

五 五 五 宝 宝 五
形輪 輪

輪主基
官室 医 輪

塔 塔 印 印 主H主 状
塔 塔

ヨ

三三 ノーにフ『 寸二Z
3EE『ヨ プU 大亡コ フ『 ζコ " 

フ『 高さ

し、
ヨ空三 ヨE三

ζノコ、 ーブU CZヨコ "" せ= 中品，一、
さ

"" "" 一= フ『 ノ、 ノ一、 厚さ

干 琢 霜 覚 フE
~: -l\~ 、司 ~: ~ -1{ 光

大禅 理性時 本 干 宝本 月 霜 和 寛刀く 齢寿
寛 登多 時 永多 八 重 暁 九 盛

廿祐長院殿
定院

刀く 巌前 寛 玉弥 日子雲童突 寛清 勝 尼殿 表
十 秀豊 刀t 大太 亥 文春長 院承 一 心 権
五 哲後 十 禅郎 年 元道勝 長ff!- 年士居大 銘
年 居守 五 定 辛温院 六春二 六僧
戊 士 年 門 丑大殿 月周笑 月 都 七

寅 寅十成 年信 二栄巳 四 月
十 六月廿 十士 日 年 日

廿二 日
七月汁 月 面

日 廿
J¥ 
日

巌『四 琢『四 が 正 施( 四 施(
秀過方 宝過方 あ 面 主右 万本主地
19去に 永去に る lζ 本面 発lζ 多囲 右 倶。
居帳焚 玉 帳焚 O 地 助多) 面
士 』 字 大』字 7k 勝口

字あ 圏圏とにあ 禅 lζ あ 火 f信 文
あ光り 定はり 風 部 り門
り雲 門源 クニ工bニ 面院

あとり 相院殿 の刻，同ェ九

主安止当に 文

風 風 現
化 化

状

図20 図20 図20 図19 図18 図12 図17 写真
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⑫ @ ⑫ ⑬ ⑬ ⑫ ⑮ ⑮ ⑬ 

五 宝 五 五
輪 E壁

塔輪 輪塔
塔

印塔

豆=三 寸区コヨ t1 4コ g せ= 一寸=コ = 
区ヨ "" " 

"" J 、 三""三
E宝ヨ

ggヨ ECE コ "" 
"" ヨE三 '"ヨ Cコ "" →= Cコ

生 生t写 乾 泰空 冗和
ニ夢正

時十寛永干
六 月露諒 時干寛永氷寛

六蓮寛
八峯秀慶

梅 月覚保 J己、
月院文 院 施 龍 三 院 二了 二

信珠費
童 廿閤

七殿十 五法殿寛 月廿哲十長 主安丁 殿 日春年 月耳
目撃庚 月文

三士居 年
本居士 巳 接 童乙 心貞 廿 童 七

未 屋戊 十 誉回
多甚 月七

室 子酉 施童 八 子 年
幻年 三浄申 日 己 清 主女 申 日 庚
iq 日心辰 幽巳 五 廿 51 戊 午
大 大禅 歳 {義年 右 J¥ 太 廿六
童

重本藤
衛 日 女 三月

子 定 p~ 
霜姉フーE 

日
門 章多原

藤 月 布日

郎因 四 J¥、
日 毛

四 文四 文四
方 あ方 あ方
lと り，c り，c
焚 地 地
字 水 水
あ 火 火
り 風 風

空 空
の の
刻 tJJ 

図22 図21 図21 図21 図21 図21 図20 図20

⑧ ⑫ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 

五

塔輪

tコ
区ヨ 区ヨ

f"'、 2三 亡区コヨ

"" Cコ ノ一、

為 田
月花

園 早
月光 永寛 春夢十 幻 寛 月 文 口 世寛 正

月 消文 困 貞 ノム¥ 7G 九秋文 五 貞 廿 月 幻
ノム¥ 

子童 六丙
日 業 丙 口 11員 月喜丙 月寿突 廿子覚

日 本 施{言 午 口 田画回 廿童未 ノー」¥ 

施巳午
多弥

主女 年 口 日困 七女 日
本主 稔 主口主 回 日

多弥
五

提固
兵

五 衛
兵
衛

施(口(
口館 (裏 文寛 (右主施 ( 左 四

主右口左 方
面九商 E面十面本面 lと

月) ) 年 ) 多弥 ) 
字党

廿
目玉左 あ

日 口九衛 り

高 2 門

口八
口 日

上 倒 折 景落IJ 
部 下 壊 t員 剖l
欠 欠 欠

図22 図22
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⑧ ⑧ @ @ ⑧ ⑩ ⑧ 番号 j

五 五 五
形

輪塔
輪 輪
搭 塔 状

CE3コ3 寸= 4フコ『 寸'" g /、
高さ 大tコ フ『 -

し、

Zヨ
豆三 "" 三三

EfE 、、 ζヨコ三 Z耳
幅F¥. 

さ
Zヨ E宝ヨ CヨEコL '"ヨ 厚さF¥. フ『 せコ /可、

十郎 ー 名本俗
国 $ 山 喜

明 下後 八月貞 慶
衛峯 室 月安
門道 多

閤呈主
清 庄 廿光信 元 表

政無 円 左 九戊
定 子 衛 日女子

女 F守
墓

年 銘

面

四 長慶(右 十後主施(左 葉若施(延(左 松尾 (右 安慶 ( 左
四 四

方 主右室 方 方
fC 六十面郎 面 面口 面三面 甚 面 甲 面 杢面己 面 lζ fC 仮リ
党月園 八 )衛 口己 右 寅 允丑

字党 字本木

字 笑門 口卯 衛 年 正 九
あ日丑

政圏
門 年 門 盛 月 あ あ

り 年 子 J¥ 月 立 十 り り 文
，自u、 月 九 之 九 面

九 日 日
日

事荷車l 化風
風 現
化

状

図23 図23 図23 図23 図22 写 真

@ @ @ ⑧ ⑩ @ ⑧ 番号

形

式

2CE コ ブじ ブむ 寸コ ノス 大/可、 ブu 高さ

し、

/、 せコ ノ一、 gg /、 区ヨ ノス 中高
さ

= gg /、 ノ一、 """ 厚さ

法 本 霊 口 本 II! 載岸
名

多口
照 口 俗誉 霜

釈 院 十 名源 本 清 口 俗乗
知 右日 智 本秋 十多口口 名本 運 表
悦 衛母 施 光

月口
多 寅 口壬

正 門位主 フE 重 郎童 口
十多郎

銘
定 鑑 口 良日 衛女年
緊

大宮市
右 門 十

位 衛 娘 月 右
同 九 衛

園政
日 門

面重
政

太(延(左 北 延(右 本( 園 ( 後 ( と 『 正 ( 後十 ( 
田右宝 塚武宝 多左 安=右十郎 左 あ過 保右左

八、面ノ 六」面ノ 田 州午六歳戊 面 十面 寅一庚 面)衛右 ) 面
り 去 三面郎面 仮リ

郎戊 氏神 ) 郎)
L帳-

丙衛)

右 午 珠奈 右 戊 門
衛 年 暦生川 施衛 年 門 K 年 緑 文
門 J¥ 住国口九 主門 七 政 年 五 政
墓

月十 遠相卒 1 本政 月 義 月
十月

立 面
州州二 台義 十 立 日 之

ノム¥ 
横須賀 小十 一 妻 九 之 不 日

日 田七日 口 日 明

施 上 原歳 ー 上 現
主 部 部 部 部 部
士 欠 欠 欠 欠 欠 状

図23 図23 図23 写 真
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(
左
函
)

本
多
助
進
政
盛

孝
子

八
七

二三一八
一
口
口
月
信
女
口

旧
地
区

口 (
口裏
口面口)E 

口
口
口

八
基
よ
り
成
る
。

そ
の
中
、
大
正
九
年
の
角
石
の
墓
は
別
と
し
て
、
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)

墓
地
へ
の
参
道
の
登
り
口
、
墓
地
に
向
っ
て
左
が
わ
に
生
け
離
に
か
乙
ま
れ
で
あ
る
村
松
家
の
墓
所
で
、
す
べ
て

の
三
角
尖
頭
碑
及
び
元
禄
二
年

第 4図

(
一
六
八
九
)
・
享
保
十
五
年
(
一
七
一
二

O
)
の
仏
像
を
造
り
つ
け
背
光
形
供
養
碑
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
年
代
的
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

で
、
わ
く
を
設
け
て
お
り
、
享
保
十
五
年
の
も
の
は
、
尖
り
の
あ
る
弧
頭
で
、

⑤ ④ ③ ② ① 番号

形

状

大tコ 吃コ 三三 CヨEコE 
高さヨE三 三三 寸=

し、

亡コ
区ヨ

r、 フ『 中昌 さ

4コ フ『 厚さブu 区ヨ

ポl:
先祖 保字 浄誉

宝 光
君く 十戊誉万 代

十五 清妙
王ニえ立 丞fム 々 表

乙 二心元 建明花 辛信
首

月晦土信天 誉空山 戊女 銘
歳 常恵法 九霊

八上善園 亥日 然光雲 月位

信大姉 童 五 日女年
長 俗 士子 日
四 名

面
口 村

松

地
蔵
尊 但リ
彫

付五IJ 文

き

面

量IJ 現
落

状

図24 図24 図24 図24 写真

班 地 区

元
禄
二
年
の
も
の
は
、
上
は
三
角

⑧ ⑦ ⑤ 番号

形

1夫

三三 3旬

高さ 大E宝ヨ ブじ

し、

= ヨsc 。百
さ

フ宍 3"L 厚さ

喜観稽 清 元室 ~ 
法誉 禄口 十華

妙輪 妙善信 光道
二口 一挙

巳己 口賀
月香 表

信禅 廿 春
女女定 年女

八日 大姉
銘

門 十霊
二位
月
十

面日

喜 観清(左 地
明安明 蔵
治 政治面 尊 佃t
九 四元 彫
年年年

付刻 文十四辰
一 月八 き

月朔十月 面
十日
七一
日 日

現

状

図24 図24 写真
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W
地
区

墓
地
の
奥
に
向
っ
て
左
が
わ
に
あ
た
り
、
入
口
の
そ
ば
の
一
区
画
の
墓
域
で
あ
る
。

恐
ら
く
供
養
碑
で
あ
ろ
う
。
ま
た
入
口
か
ら
入
る
と
、
す
ぐ
に
慶
長
十
四
年
銘
の
小
型
の
宝
僅
印
塔
が
あ
る
。

と
の
墓
域

の
も
の
が
立
つ
が
、

入
口
に
寛
永
十
九
年
銘
の
大
型
の
板
状
三
角
頭

第 5図

に
は
、
開
山
の
春
阿
大
和
尚
の
無
縫
塔
を
は
じ
め
歴
代
住
職
の
無
縫
塔
が
な
ら
ん
で
い
る
が
、
そ
の
他
、
笠
付
角
碑
や
宝
珠
付
の
角
碑
も
あ
る
。

⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 番号

無 無 無 無
無縫

無
形縫 市逢 縫 縫 1逢

塔 塔 塔 塔 塔 塔 状

7u プU /、
ブEコし プU

大J一、 ノ一、 ブむ "" 、 フ同

高さ

し、

申菌
さ

厚さ

uゴr 

正保 然蓮 文寛 徳蓮 永寛 天蓮
慶盛

正天 蓮童
山 長蓮
中 三社 国社 八社 十社

申甲社笈
輿

戊丙弁誉
乙聖

未辛徳誉 乙天 表
巳誉 己誉 十屋

八 扶 十 玄 五魯 十笈 二 春 銘
月阿 二怒 月信 一南 年阿
廿 大 月大 十在 月無 三大
四和 十和 一公 二 分 月和
日尚 ハ尚 日大 日大 二尚

日 和 和 天
面尚 尚

日『
と過
あ去 {則
り帳

也-

IL 文
lま

月
面

廿
ノム¥ 

現

状

図25 図25 図25 図25 図25 図25 写真

N地区

⑬ ③ ③ ⑦ 番号 l

無 無 無 無 形 l

縫
縫塔

時逢 車逢
塔 壊 塔 状

f、
CヨEコL 

/、

大
高さ

中晶

厚さ

字本
保字 蓮満 手元貞四天口 音蓮

信 照
保 蓮 貞蓮

文寛 社蓮
十 社 三社

J誌
享社

五階
ft戊豊誉

四単 七寂 表
庚誉 十 巻口 丁誉

未丁文誉
成龍 年新 一文 卯侍 銘
年阿 十 阿 月 主主 正説 八公
九 源 月寂 七大 月大 月大
月栄 十玄 日 和 十和 三和
廿 大 五大 尚 六尚 日尚
六和 日和 日

面日尚 尚

随

人春上基塩
倶IJ

正
面

文

面

身 現

欠損 状

図25 図25 図25 写真
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⑫ ⑬ ⑮ ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ 

無 無 無 無 無 無
革連 縫 t漣 縫 縫 縫
塔 塔 塔 塔 塔 塔

一亡コZYヨL CE宝コヨ
ブu Zヨ 三三

= 

深寛 十 十 現 匝型 闘 1朝
量 量 /¥ 七 誉 理主 芦記云左 望事

院院
世圏

世 上 白 上 上
心 卓 法 人 順 人 人
主口主 主口主 誉 挙 光 上

性妙 性法
上 上 阿 人
人 人 号ミE室i

智玄 亮玄 本 随
阿 大

大 居 玄 和
姉 士 常 尚

大
和
上

小匿1寺 安政 ( 右
仏(ー十 ( あ誉『正(宝(

あ 上人ホノ春丸木 『 午庚 ( 寛 ( 明右十九基 り 上 過月右暦左 り 過 右延左
同 岡三面 治面世 世 壇 人道去十)面十)面 去九面三面

人妻久園園 辰丙 四 仏謙正 帳四 一 阿』帳月廿 年
十 誉誉面 阿 』 日

巳辛圏層雪 右年 愚 敬 )
義E責 IC 写 IC 四

衛十 年 常戒 ii 年 海は日
門- 月ノ¥ 上上 大和 光蓮

大音

月 人人 和蓮

六廿 尚 社 尚 社
日三 と悶 と糊
卒 一一一 日

図26 図26 図26 図26 図26 図26 図26

@ ⑫ @ ⑫ ⑮ ⑬ 

7L 吃コ f、 f、、 ィ=ゴ
= ブu ノ一、 ""、

= 区ヨ Cコ

f、、

教 春 理 梅浄瑞覚 寿現
令 涼 背豊 光諦光法 光光
院 院 院 口院院院 院院
季 IC，、 乗 春口浄本 霊大
光 誉 誉 童誉誉誉 挙望主

良品、 月 子口清心 智願
英 山 味 妙日讃安

戒国 司海
大 他風 他宗 他智 清 知 自
姉 三玄 三貞 二清円月居 明翁

居 居 人重大大士 大居
士 士 女姉姉他 姉士

立
'宙b、

誉『八通文 文(養寺( 照『明春( 理( あ『浄瑞覚(自『
義過月善政 化右子岡左 月過 右 左 り過弓官子 弓官己 左休過 俗化左
門去二院元 四面久久面 澄去享宝面 弓玉子吉 壱弓主子""'以"工 保冗禄保 面 居 去 名五面
勇帳十政自民 1 誠等) 円帳保永) 保保) l帳 ) 土 帳 寺図)
道』五誉 9 妻女 大」十五 十十 』十七六 と』 岡辰
居 IC 日 義年 年 姉 IC六子 五七 lζ 己J年あ IC 木年
士 は 門常

ノ一」¥ と明亥年 成子 四巳年六 り は 久兵十
と通 月 ぁ陽年十 年年 月年月 覚 困 衛ー
あ全道 廿 り院正二 十 四 七 十 法 月
り院趣 居士 光 月月 月 日月二 心 十

日 誉廿十 廿 と廿目 安 七
日

日
日

日 日

図27 図27 図27 図27 図26 図26
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⑧ ⑧ @ ⑧ ⑧ @ 番号

形

状

吃コ "" 豆三
アCコ可 フーく 三E三

高さ
大

才U にコ 吃ゴ フ『

し、

ー 三三

"" 三三

"" 三三
。晶

さ

" Cコ 厚さヨ『 イヒゴ T-之 フ『

宝心 即天 離 寿 好 覚 戒
永肇 到和 f青 喜院幸 恩 高 十香安
ノ←L¥- I附，，'乙7 院三 院

院情 一院政

ヨl工己林 教タ笑え 好 iL.、 圏 月十定誉 四 表

年誉 誉年 室 頓 室
正圏 六悦 JI貞樹 頓浄 七

a国山、 蓮 離 銘
想 到 想 園 日雲年

廿大 居 1 大 居
大姉

居
土国

四姉覚士 日
姉 士 士

日霊 位
面位

倉(秋安( 倉(天維( 倉(文(左 寿倉俗(永嘉(左
橋右九永左 橋左明時右 橋右化 世橋名右
半面月二面 半面二 面 勝喬 面)三寅 ) 面 七和 面 図 面 仮1
夫太 四巳 太寅

十有 多里 E司
日年 夫 妻 年 亥

文妻 勝 月
貧

四源、 年でと
廿 歳勝仁コ 正

墓 J¥ 廿 任 月 面
日 五

十
卒 日

ノム¥ 

日
寂 現

状

図27 図27 図27 図27 図27 写真

⑧ ⑧⑧  ⑧ @ ⑧ 到主主
形

状

Cコ
区ヨ

巴宝ヨ
gs 

フ実
亡コEコ

三三
プU

三玉
ヨ三五

J; E宝ヨ 7< 

せコ
六
一明
和
二
乙
酉
年

一泰
誉
春
岸
乗
雲
信
士

位

正
月
上
八
日

正
徳
二
平
反
年
正
月
廿
四
日

向
源
院

一
誉
良
心
居
士

点

霊

位
理
松
院
栄
誉
見
繁
大
姉

享
保
十
二
丁
未
年
二
月
廿
八
日

慶
長
十
四
己
酉
卒

会

花

王

間

栄

信

女

四
月
十
三
日

図28

誉『閉(
意過和左
称去丙面
大帳 DG
姉』ニ
と に 月
あは十
り即七

本 日
院
願

落表
面
剥

民28 図28 図28

現

状

図27I写真

事l
落

図28 図28
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三三 一O
一
一O
一早
世
花
因
香
悟
童
子

一宝
永
三
丙
昨
年
端
月
初
二
日

面

地
蔵
尊
彫
刻
付
き

側

面

(
左
面
)

明
和
七
庚
寅
年

二
月
上
二
日

(
右
面
)

生
国
摂
口
元
崎

粟
津
喜
左
衛
門
娘

当
城
家
中

倉
橋
半
太
夫
賓
母

文



⑭ ⑬ @ @ ⑩ ⑧ ⑧ ⑨ 

3全ミ
三亡コ圭 三/~三 吃コ E巨コ耳 三五 三五 ヨ三

/~ ヨEζ ヨ

支三 フ『 = 三三 Cコ フ句 Eさヨ

"'" そコ Cコ 三三 三三

霊静 寛転 F真院A主Zゐ ~ 嘉氷 暦宝 圏誉
帰 倶

智心 保焼 フ乙 舎
院院 元霜圏 融口覚 ノム¥ P徹 九往正

鏡誉 安春 t童
六虞正

光院 樹院 院容樹 l ー 照 月廿 誉徳 明 明冗
月誉徳 ニ光 生元 蓮 了文

慧諦 十 女 廿 i浄三 国澄 年 月願 コ秋 F 院 院二
照 道 月霊 六長 l

翁清輪 清寿誉 信誉浄

五 五善 日居 9 光 観巳
大居 廿位

日 士居 年
月 日女 士年 主主 誉四

姉 士 )¥、 十 栄
圏圏 三月日 大大居 主三立~ J心、

弓三~ 姉姉士 日 位 大 士居日
位 面市

霊
位

過弘(天( 地 天(祖正『 あ『 地 母月『
去化左保右 蔵 和右父月過 り過 蔵 と 七廿 過
帳五面九面 尊 大二面と十去 去 尊 あ去kr )成) 彫 原王 あ 九 帳

』帳ー 彫 り日帳
あ 一 年 主リ 休困 り日』

付刻
大』

りー 付 口歳 査E
lζ 原 iC:
智月 月 き 父六 き 長明

廿 廿
母姉 月廿

助徳 薫 兵和
右四 童 衛元日

日 四 門エ 午閉
女 后甲

と 日 と ノ 六

損ー 損 ー
部 部
欠 欠

図29 図29 図29 図28 図28 図28 図28

@ ⑬ ⑬ @ ⑬ @ 

フ句

ノCーコ、 オフコ『 そコ "'" = ヨヨL

ノ一、

さ3 とヨ ξヨ 」ーJ ξヨ 三三

亡コ Cコ Cコ "'" E宝ヨ Cコ

倣相 然自
唯心 雲勝 即本松 良譲 確観
称池 晴雲 明松 亮龍

院院 院院 院院 園本院 院誓 院恭 院種
院院

然清 見涼 明超 哲確
春 誉 春春 春誉

春意 口審 誉誉 玉虫 皇量

清冷
栄大真 清圏

月高 譲徳 妙圏
好道

影智 無山
園音 貞翁 観玄

大姉 士居 姉士居 姉大 土居
大居

大姉 居士謄、涯 姉士
大居
姉士

自( 宝 (貞( と「宝(宝( 即松(左 大 (
大佐文 (左良譲(右 天(天(左

右 永 右享左 あ過暦右暦左 同明 同原右 保右保
享面 四面四面 り去 十 面四面 年三和)面人妻長兵)面 同原 面)天保文化面) 二面八、面J 
保)

亥丁 卯丁
帳庚)甲) 人長 年 ) 年

十 』辰 成 r 衛 委兵 七 五
乙 年 年 IC 年 年 資 衛資

貞 YC 'Pi~ 月
月十己 十 ムノ¥ は七 四 年 太 十

月 七月 年年五 月 墓 )1民 自E 五 五
月 月 初 月初 十 月月 墓 七八 日 日
十 十 七 六七 七 十十 月月

七 五 日 日日 日 七二
廿有 有廿

日豆一一日
笠 欠倒

日日
五九欠

損欠 損れ 日日損 笠

図29 図29 図29 図29 図29 図29
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⑫ ⑥ 番号

形

状

宝ブ三む
ブU 大ノス

高さ

し、

三三
三五 中高ブU

さ
厚さ

書警
~ 

於 口光
寛

智諦 力く 表
設善 口 口 十
信信 口 )L、 九 銘
女士 崎物 口 J

六日 生 歳
十口 山 九
八右 口 月
歳衛

望宕 十七
面而門

卒
郡日

貢恵( 日綴(
左 と 左

天函 「寛面 倒。保) 過延)

九 去r
成 E十

文

月十
IC -=- 面

十 ぁ月

ノ日¥ り士

現

状

図29 写真

V
地
区

奥
に
向
っ
て
左
が
わ
の
入
口
に
近
い
と
乙
ろ
の
地
区
に
当
る
。

日
地
区
と
参
道
を
へ
て
相
対
す
る
。
新
し
い
角
石
の
墓
標
も
多
い

-14-

番号

形

状

高さ
大

し、

中面
さ

厚さ

食j

光清西
誉誉岳
乗光遊 表
雲岸万

銘信信信
女 士士

面

ノ--'-¥- ，以立(-， (壬『速丙「
日ス過 清右辰過 戊過
ト故去 面四去文十去 倶。
ス文帳 文)月帳政月帳
と政』 久 廿』三廿 』

文あ九 IC 二 三 IC 辰六 IC

り J%丙是ハ EーZ 日は四日は

と 天 告 と 文 面出 一 ぁ保 あ政Iレ月
家父六 り 三 三 り 九

廿吉日 日

現

状

写真

写

真

四
四
)
・弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
の
紀
年
銘
が
あ
る
が
、

一
種
の
供
養
塔
と
み
な
さ
れ
る
。

無
縫
塔
や
笠
付
角
碑
も
あ
る
。
ζ

の
地
区
の
中
で
自
に
着
く
の
は
、
観
音
坐
像
を
上
に
の
せ
た
角
石
の
あ
る
乙
と
で
、
天
保
十
五
年
(
一
八

が

号

高さ |大

面

銘

文

さ

形

状

幅

厚さ

表

面

伺
閉
山

番① 

Zヨ
区ヨ

(
左
面
)

二
二
秋
吟
童
子

V 地区第 6図

高さ|大

銘

守口

号

形

状

表

現

状

幅

厚さ

面

刷
出

面

番

写

図30

金
山
如
幻
童
子

壬
申
七
月
口
口



③ ⑦ ⑤ ⑤ ④ ③ ② ① 

無

縫塔

Cコ
三三玉三 フe:9ー=

区ヨ 三フ肯三 e:9 Eヨ
三三 Zヨ

三五 ブむ フ『

ノ一、 = フ『 = 

智南無法 覚誉
光俊

流三目包 園 {百 l1.1l 
日ム 誉光

院響 院音 院静
十明明

イじ
月貞 弥{阿官 輪了

探
英信妙 院逸誉

二院赫 治
五 道

誉誉聞殿禅
月十三 誉慈成七甲申戊 了覚 法

信士口{弗士居 子 女隆 道妙法量
年 英

大姉 道居 宜日
日光年

口 士居
大

口 土居士 師

寺当(智法( 寺当 ( 左 『明(明(左 原(鼓信( 口 (
右左 過治右治 国右 左 林右 門右

法十面弘天面 十 面 去 二 面七面 氏面)治明応慶面) 鉄面 二面
誉七 化保 七 帳十年 右 )

建主 二 十 主 』年 オー 七四 衛 ノム¥ 

フ巳 巳五 弟 IC五 年辰 門
月廿年辰 子 あ Z 月 成年 従

八正 り 日 廿 一五 炊
月月 月月 害 日
廿十 と 日 十廿
五一 日一

事l 日日 日

落

図30 図30 図30 図30 図30 図30

⑬ ⑫ @ ⑬ ⑨ 

無
縫
塔

イコ '"ミ フ『 寸コ Zヨ
区ヨ 三三 三三

とう ブし
= 

アむ

一一 巨宝ヨ フ『プて

天
月牌 口 固定 震源 知

八宗寛君t 回回 正正 三方

月十院乗 廿
月院 園 院 院院 月静

十心 元
誉間 程誉

均本 十 入
八誉ー 二光 禄 主主主主 有童

3日2一西居 申歳甲
月院 二 覚 仁 乗重 三子
十 空 己 到到 願願 日
七 誉巳

栄因 行素
寿宗

士 日 源歳 警警
入

因岡 士居
大居

士居
姉士

覚位

生(天(左 誓 定 ( 震源(
吉口右月七保 左 左
田 面牌代十面

嘉水
安面 嘉天面

口弐吉孫三壬
政) 永保)

良日 ムノ¥ JL 七 十

衛兵
両田寅 同委 甲 同甲三
口傑年 人丑寺寅 人寅 壬

重 施太五 年岡年 妻年寅
儀 立郎月 口 正小 十 十 年
墓 右宜十 月野 二 一四

主同 周再建 二日
十 久月 月月
一信九風 四 廿
日 日化 日 ノム¥ 

ヌじ 日

図30 図30 図30 図30

T
D
 



wm
地
区

参
道
右
が
わ
に
あ
る
。

正
徳
・
万
治
・
慶
長
等
の

第 7図

紀
年
銘
が
あ
る
。

乙
れ
ら
に
は
、
特
に
、
碑
身
の
下
に
は
蓮
花
と
蓮
昔
と
を
浮
き
彫
り
に
し
、

一
群
の
三
角
頑
板
碑
の
大
型
の
も
の
が
参
道
に
向
つ
て
な
ら
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
下
に
水
盤
状
の
く
ぼ
み
の
あ
る
も
の
が
あ

り

と
の
頃
の
墓
標
の
丹
念
な
彫
風
を
そ
な
え
た
一
形
式
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、

な
さ
れ
、
『
過
去
帳
』

に
は
、
該
当
の
戒
名
の
も
の
が
な
い
。

④ ③ ② ① 番号

形

状

大，ーに

亡コ 7L ヨ『 高さ

し、

F肯
Eそ宝コヨ /区ヨ、 Zせコヨ 申菌

さ
豆三 E宝ヨ 厚さ

光花
華 己大

44:dt-現
屋清 安慶 亥安道 万

三了万 回治 生
月春治 心五 秋徹二 乙 閑 正 表
十信三 三信壬 七居 年 酉貞保
七男年 月女 辰 月士覚 九往二 銘
日 十 年 '皿三草子 月信年

日 晦女乙
日 商

面

磁
基

磁
基

犠
基屋 屋 昼

仁 壇 仁 壇 仁 壇 倶t
右 正 右 正 右 正
衛 面 衛 面 衛 面

文門施) 門施) 門施)
尉主 尉主 尉主

面

上 上 現
部 部

状欠 欠

図31 図31 図31 写真 乙
れ
ら
は
本
多
家
家
臣
の
墓
が
移
置
さ
れ
た
も
の
と
み

VI.vm・X地区

⑦ ⑤ ⑤ 番号

形

状

寸ゴ フ宍 ノ1 大フ『 7L 高さ

し、

Cコ ノ一、 せゴ
。畠

さ
厚さ

光廓 七賓享勝 正称誉文寛
支主え乙

延 蓮誉宝 五屋
宝利月社保 超永 月良十 月全
二 心二真 十 覚三 七念ー 一 進 表
甲信 誉 善成丙 日大庚 自信
寅女 十 順六士 徳亥 士 銘

四 林 四 的 辛 光智六月 年
月清大
十 妙 、 日 徳 亥理十

九相 讃一
日信 信日

面
貞 女 女

ブE

字 禄

一一一一子ヌじ甲
五
壬

申
五
月 月 伺リ
廿 朔
四 日 文
日

面

欠 現
落

状大

図31 図31 図31 写真

ρ
0
 



⑫ @ ⑬ ⑨ ③ 

ヨsc Cヨ5コL tゴ 寸/コ司、 三Cコ三ノ一、 -0 

"" 区ヨ 吃コ r、、 f、
アU フ『 三三

f恵 蓮
嘆点1覚

口
主主 誉 生 賓
善 立回立 主口主 芦信全云 三 心 明 十誉享
念 4、

{智諮言

浄 月 誉 暦 二覚保
二 蓮

慶寿
秋 信園

三嘉元
月廿心信三戊十浄 覚 日 源 乙

七法 (言 信 女 士 日未 二士 成
日師 女 士 各 口 日 天

覚 霊 ，X-2E25 ， 
口口位 位

当(生( 施
右

賀( 7L ~司、
士信過『

誉『俗 (
寺右口左 主 藤左 禄右 覚過名右
潮面口面 口 加 面 段面 十面 と去 心去面
誉)口 ) 子 藤) 右 ) 丁 あ帳 イ言帳潮
口 境 勝 氏 衛 丑 り』 士』田
来 口 往 勝 門 十 IC とに覚
而 口 之 房 勝 lま あは之
発 昼 墓房 月 ，[，、 り誠進
，[，、 口 晦 誉 正

也 日 寿 院
源 賓

い埋下
部 るれ部
欠 てが

図31 図31 図31

mu
地
区

⑬ ⑬ ⑬ 

3宍 フ『 豆三
Cコ ，-、、

区ヨ 3匂 三三

亡コ " 7w 

口
蓮 妙 玄
社 口 慶

審清勤
口 信
女 士
口 口

閑 墾田 誉
大 祐 口
f恵 出秋授 士

元誉誉天
禄妙即和
一 国囲三
ヌ戊じ 信信 3FK 

ト一辰極女士 正

月月";， UUU，，:，， 寺当 ( 生 ( 
十 四右口 辻恰 左 右佐国左

臼暫心白国 雪禅 社 法草
湖 面 面

J 定 大 尼
誉)口

冗 夢 岸 享貞 門誉沙抄
口 }II 

禄 童 即 応広 口 石
子材I 四 妙 閑 口 田

辰友 信丁 徳和林 布 住

士 卯 禅尚喜 来 戸

口 回
十- T廿H 尼 門

口生 氏口百ト一一
剥l月

十九 部 落 壊
一日 欠

←一一日

-17-

二
年
(
一
八
六
九
)

の
も
の
も
あ
り
、
比
較
的
新
し
い
形
式
の
も
の
の
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。

八
基
の
五
輪
塔
も
存
す
る
が
、
潮
田
家
の
墓
所
も
あ
り
、
笠
付
角
碑
が
多
い
。
乙
れ
ら
の
中
に
は
、
万
延
二
年
(
一
八
六
一
)
明
治

VII地区

ま
た
、
奥
に
進
ん
だ
と
と
ろ
に
小
径
の
両
側
に
墓
標
が
な
ら
ん
で
い
る
。

三
角
頭
板
状
碑
な
ど
も
あ
り
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
名
号
を
き
ざ
ん
だ
角
碑
も
あ
り
、

第 8図

乙
の
中
で
南
面
す
る
も
の
は
、
住
職
の
話
に
よ
れ
ば
、

町
人
の
墓
標
と
い
う
。

一
種
の
供
養
塔
と
思
わ
れ
る
が
、
紀
年
銘
は
な
い
。



⑬ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ① 番号

五 五 五
欠 形

輪塔 塔輪 塔輪 番 状

三三 ，一、、 ノ一、 ブu 寸コ 区三三ヨ き E主ヨ 大J戸、
"" 吃ゴ /'、 イo:i 高さ

し、

区ヨ Cコ 申高/、
さ

Cコ Cコ 厚さ= フ『 gg 

量 継玉 口 。万 寛 理 園 月月清 保 八秋光 寛
春芳磨、 主主 九月治 刀く 岳 七四 六月 口 月文
妙英寿 口 月光元 二口口乾 日光亥了 月十 童口 三重五
性寿心 口 廿浄戊 年口 口英 施信 女年 日子乙 表
信禅禅 二現成 七 口口信 主女年 五 己
女 定定 口 日 年 月 口口士 枚具 日 年 銘

尼 尼 口 杉 田 庄位
位 江 白 左

与 日 衛
右 口
口

面r~ 

杉弘( 四 四 四
江 化左 方 方

方字党源四面 党 ノ木ミ木4 

仮リ八丁) 字 字
則未 あ あ あ

文寿年 り り り
建 十
之月

函

分風 上 上 現
欠の 部 部
損部 欠 欠 状

図32 図32 図32 図32 写真

⑬ ⑪ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ 番号 l

形

状

大Eヨ ブu

Cコ
フ『 "" フ『

高さブu f、、 -t 

し、

宝玉
E宝ヨ

Zヨ フ旬 ~i\l さ

Zヨ 寸コ E主ヨ 寸ニゴ 3気 = " ノ一、 厚さ

慶 法口 真
月二 a清香j元禄

還寛
安 十 口和 光 本文

ー 意五 院 七秋 三 主九
己 口誉口 園 十院十 月安 突 枚己 表

丑 四信口 誉 二 貞 丁 四貞卯 江酉
年 日士年 今IL;..'、 日 誉 丑 日寿年 銘

光 慶天 信 左信
施 女 衛女

士 尼信 門具
位

面

右 然自 俗(戊『字( 景継玉(
名左成過保右 承刀寛く 慶右面 石 面 年 去五面 応安面 但IJ

を 山 ) 五 ゐ帳ー-一L庚) 二十 二)
利 口 月 受 九 己

文用 本 廿 lζ 天 己 壬丑
右 七は五 年午年

r~ 日享月 二年三
面と保廿 月十月

あ三七 十一廿
り 日 七月四

剥古事i 落上
日六日

現
部

日

欠 状

図32 図32 図32 図32 図32 写真
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⑧ ⑧ ⑫ @ ⑬ 

( 

欠
番

Y三五u 
ヨヨL オ区ヨL 

ヨ三L ~ フ『

フ宍 フ『

寸'" ノ、 "" 
深明 号遇 春覚法岸 行 口口明安口善口
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塔
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巳寅 F~ 月過子 』 戊 』口 亥 庚壬 戊 未 午
突三 墓 十 去九 IC IC十 九 子申 J¥ 
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@ ⑧ ⑧ 番号

形

状

7w Cコ フ『 大
七 五 高さ

し、

邑 言 完 幅さ

九 豆 厚き

永寛 真誉安誉 四最? 

廿 浄寿 月誉
年 観楽 二 成表

大正 十覚
姉イ命 六イ言 銘

居 日 士
士

面

『 化文(右天保(左 三月 稚消 一月 亮雅(右教遊裡尼

去 十 面六 面 二重二童面 童 妙刷
帳 俗正三)乙 十 女十女)五女午 要 国
』 名倫丙未 七己九巳 戊
IC 志継子歳 目安日明 二 文
寛 口母年五 永和 JI 月

十氷 十月 二 六 十ー 十 面
月一 笑己四

安 廿日 己巳 一 日
菌 五 卜日

表り風倒日 現

面化壊 状
表1J あ
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Cコ 厚さ

月二 王泰 保寛 本覚 覚眼 ~ 
月口 口諦三堪明 口

二院三 院院 月 林 暦 四口 八桂
十 理突 明慈 十 道四 月妙 日聖 表
ー 誉 口 光光 九応戊 口正 信
日智 了間 日{言成 口信 女 銘

春 道道 施士年 女
大 大居 主
姉 姉士 山
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長

面
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月九 琳桂
仮IJ
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あ
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化損上 化洛 現
あ 、部 あ
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⑪ ⑬ ⑨ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 番号

形

状

巨:s E宝ヨ ヨEζ .，. 
亡=コ フ宍 せコ 三三 大イヒz ノ1 f、 フ『 寸コ 高さ

し、

= = 三三 ξ3 。高寸コ "" = "" 寸コ さ
厚さE宝ヨ 住ヨ ジ『

"" Eコ 吃コ " 7w フ『

相 賓 但日董 歓 固
社口 本有春誉誉 誉誉 挙

貞寿 想智、 口X市立里一
観雪 代

覚随 山映女超 ロ梅 表
栄 理 妙 且{ 貞 主回主 主国主 遠光
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口 士 姉 士 尼 {言信 女

女士

面
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日童子 光憶 栄 是 妙浄

子 天 恵 口 春頓 保口 銘
称讃 信信 イ言信
大大 女 士 女 士
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⑧ @ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑫ 番号

形

状

三三
E豆コ三 CZコ2 三三 主主 大/、

高さ

し、

= = Eコ 一 ヨ:L 幅寸コ
さ

厚さノー、、 去三 フ宍 :1w f、
策救 顕性了栄 照即 松徳 成 音
寿 療 図顔 誉誉 誉誉 望主 草主
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⑬ ⑬ ⑬ ⑫ ⑫ ⑬ 

ブ'"
ブL Cコ

豆寸三コ gg 
gg 

~ 

三三 せコ 吃コ ィ'"

之愛之訪氏 姦字二人家為甚雲平詳停部矢 部蕃矢 男文寛
E帯 厳蓮

銘 君亦 十 伊 達 常 意 之 其 勝 藩 兄 裏 真 誉誉
日甲 白 先 佐 二 日 吾 公 文 也 志 通 語君 面 伊七 露 恵祖

教子 山 君美 日 之 之 久 兵 他君員 霊称江請己 之
栄顔妙

口由
而 A蔵i 御而氏病皇室就紀 惟也戸銘残 基

~Ö 
不 殿校生 殻 享 達 新 元 教性君人其将

( 倦年爾居小二 干也封君警授 固墓週 禅

明 二 長男年七四 歳好毎有 数好読 幕余七 月 定
治後十時谷 二 君六十臣興

日
尼

十 明進七甲氏女皆嫡 十有耳奥辻十 年書長井 君空
年治之頼遠安為聞 子生 在勝口教不諌 同 次
以十 蔵 一 三江輝老授来通利郷子

降四 猶男千遠葬干戸移幕1~ 鈴、往荏順里小
の年 在 幼人之 諸第知幡

ー も五学本州極字佐宇 日枚家府上人暇晴名史為三其直彰
の月為某裸甲 州也遠 則流入子行 施(寛(
で下己学校見子美 城可州長何間朴素 天誼来 主寺 右文左
あ涜 館蔵氏東教諸横子竿時当 保尤
る 不真旬君先郡 賀須 勝 鈴 不五熟 西)面 十二 )面

が内要追於尤君小而 輝江諸飾年放 壬
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転寿
女土女

女
，豆弓立ろ

寛 (
11] 嘉刀寛く ( 

明(
政右 明左 治右
十面 治面 四面
天) 一 一 ) 未)

五 己酉 年

月十
五九 九
月月 月

四 九廿
日 日一 十

日 九
日

xm地区

- 37-

を
刻
し
て
立
つ
。

乙
の
他
、
寛
永
八
年
(
一
六
三
一
)

乙
の
向
っ
て
左
に
は
、
文
禄
二
年
九
月
十
八
日
死
ん
だ
小
笠
原
所
左
衛
門
茂
次
の
五
輪
塔
が
、
養
寿
院
廓
法
一口
無
聖
茂
繁
居
士
の
戒
名

に
死
去
し
た
小
笠

原
右
京
進
義
頼
の
五
輪
塔
も
あ
る
。

ほ
か
に
承
醸
三
年
(
一
六
五
四
)

に
死
去
し
た
小
笠
原
惣
兵
衛
尉
清
広
、
慶
長
十
八
年
(
一
六

一
三
)

の
露
光
秋
光
童
子
銘
の
三
角
尖
頭
枚
状
碑
を
は
じ
め
江
戸
時
代
初
期
の

も
の
も
多
い
。

① 番号

形

状

高さ 大

し、

中昌
さ

厚さ

清(寛
犬月正文
塚妙函 二
口詠)年 表
口信口

太墓女 月 銘
輔 施 九

密娘主 日
野

崎弥
面

倶IJ

文

面

て分 2 崩 現
いかっ壊
るれにし 状

写真

③ ② 番号

形重
基 状
t曹

CCココ
高さ

大

し、

三三 。菌ヨ三
さ

亡コ 厚さ

月秋 寛

施道文
主白 九 表

信 酉
士 年 銘

十

月
朔
日 面

倶IJ

文

面

上 化住IJ 現
部 れ

状欠 風

写真



⑪ ⑬ ⑨ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ 番号

状

大吃コ g フ旬
ブCコL CCココ Cコ "" 高さ

.，. 三三L

し、

三玉 ξヨ Cコ 亡コ フ『 ノ『、 ノ一、 。高
さ

亡コ Cコ 厚さ三三 せコ tコ にコ

帰 周 露 清
真 十光承 光承 望主

口 月月応 九秋応
刀寿く

葉
口 十心 三 月光 三 若 表
具 七信午甲 廿童甲 四妙貞 明 甚
玉 日女 五子午 月治 右 銘
禅 年 日 年 十 大姉 六 衛
正 日酉 F~ 
尼 年
口
位

面

正( 口( 中( 俗(
保右彦主左 嶋右 名口 左
二面坂 面 氏面行 面 仮リ年)四 )年口)
乙 良日 ノ--'-¥ 

文酉 右 十
十十 衛 九
七一 F~ 才 面日月 員Ij 口
卒 磨、

落ー 激風 イヒ イ量j 化倒 倒 伺l 現
部 し化 才L れ 壊 壊
最11 し、カt 風 風 状

図43 図43 写真

@ ⑫ ⑬ ⑬ ⑫ ⑬ ⑮ ⑬ ⑬ ⑫ 番号

五
形輪

塔 状

大一= ブフ宍L 三三L 呂 = 一 〈Fコ匂寸コ ヨヨL tコ Cコ 高さ

し、

= ζEコZヨ '"ヨ
E主3

区ヨ
r'、 申畠伝ヨヨ

さ
，~ Cコ 寸コ フ『 J一、 r、、 厚さ

元地 ( 口 四 四 口 南 口口 ( 
和 正善 方 方 口 無
七 面 院 i乙 IC 口 阿

口)裏

J日量大 )骨
ノホも木 党 口

弥{官
口 表

字 字 口
年 口 尼 あ あ

口悌 口 銘

九 口 り り
月十 口口

ο 。
口口 口口口口

八 口通
日 口口

面
口

倶11

文

面

激風 地 分水し化倒 倒し化ま半 化倒 化倒 化倒 化倒 現
し化 の 欠地いがれ 壊い大り分埋 才L オl れ れ

状し、 治宝 み 落部 激風 激風 風 風 風 風

図43 写真

口。



⑩ @ ⑧ ⑫ ⑧ @ ⑧ ⑧ ⑫ 

フ気

Cコ = ブL
巨耳 ノ一、 ノー、、 ヨヨL J，-

CZE コ ノー、 フ『 f"¥. 

冨 /、 三"- ブU

'"ヨ フ宍 = フ『= フ宍 主主 ブじ

徳 清
西誉 安慶

li(~符 t(

本浄
主主 裏 'JE

理 道四 者面 (-7面

覚 清 雲 辛 I f 
{言 女 施 禅 卯

費 If '，' 
士 主定年

国門九 a 4{': 
中月
;J]i:、

左 日

衛
門

寛( 施寛文 ( 
何者面 処正文左 主 右

十 面 松本 十三 ) 面
奇 eg
I e 

壬 源奏
司 e 子 五 丑

年 左五 f. dJ: 正 衛月

月九 門廿

日 日

最IJ 損大 化倒 損化倒 部倒 化倒 事落|部上 伺l 落表
落 、才1 大、れ 欠れ 4t 壊 面

大 欠 風 欠風 損 下 風 大欠 ;JlI1 

⑧ ⑩ @ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ @ ⑧ 

CコE宝ヨ ζコ Cコ 亡コ プU 亡亡ココ 7w ノ1 せコ 2宝ヨ E主通 ヨei.

Cコ フ句ミ フ宍
巨旦 包宝ヨ

亡コ Eヨ

にコ '"ヨ フ句ミ 守二2 E壬ヨ = -フ『

ニ花明 口 九帰万
安三 真婦 治高 南無 ( 裏 施 (

月 雲治 元口 主主 月 真 治 主右
朔 童 五 和口 道 廿 報二 月春三 阿面 面
日女申 九口 也 三 萱年 十覚年 弥 ) 鈴 )

年 口口 信 日 了 日 光 陀 木
口信 士 閑 妙 仏

太郎口士 禅 意 口
定 禅 口
p~ 定 口
霊 尼 口
位 '耳壬骨 口

位

倒風し化損上 倒風 上 イヒ倒 化倒
壊化いが 、半 壊化 部 4t れ

激 風 欠 欠 風 風

図43 図43

八
百qa 



@ @ 
五
輪
塔

@
一五
輪
塔

@ 企再三
形

状

⑬
一
五
輪
塔

@
 

"" 三三 ヨヨL

Cコ
ブじ
巨ヨ

ブL 。
九

'"ヨ
Eヨ 八 l高さ|大

支三

一豆三
順
一'----lさ

厚さ

一
再

豆
一
六
一
球
護
誉
自
入
信
士

晶司

目。
一一
六

慶口(
長口地
口口の

口口部
年口分
口)
月

口口
口口
口元
口 口
禅口
定年
門十

月
J¥ 
日

せコ

南寛
無永
岡十
弥年
陀口
仰 口

松正
月保
詠四
感丁|表
{言亥
女十

月
五
日

(火

・
風
・
空
の
部
分
現
存
)

銘

面

一
倒
壊

(

左

面

)

一

上

部

欠

一

日

延
宝
九
辛
酉
年
六
月
廿
四
日
一損

図

(
右
面
)

倒
れ
る

風
化

一
方
に
は
漢
字
で
他
は
焚
一
風
化
が

字

が

か

か

れ

て

い

る

。

激

し

い

倒
壊

表
面
が

剥
落

四
方
に
党
字
あ
り

四
万
に
党
字
あ
り

但リ

文

面

倒
壊

風
化
激

し
い

倒
壊

風
化

倒風
壊化

現

状

函汁玉一真図43

⑬ ⑧ @ @ ⑧ @ @ 番号

形

状

区エ3 -t1 E宝ヨ 区ヨ Eコ ヨi 大= イ=才 高さ

し、

ノ一、 Cコ フ『 ブU ζコ 幅 さ
Cコ 亡コ 厚さ寸'" 匡王ヨ

l¥i: tu: 三西明 玉詠 九良明
，c，、 口是慶 月岸治 光月 月雄治
光 口口安 十院八 知知 十院四未
浄 尾了 二 九方亥 恵秋 - i~ 表
国 山性 己 日 誉 年 童童 日誉年

口 信丑 妙、 女女 英 銘

士 助士五 入 {変
月 大 イ言
十 姉 士

日
面

左
川( 明(明(

主水施前右 治右治左
面 氏面 川四未)面三午)面 倶IJ

政c刀嶋士ミフ前年 年
文氏 三 九

月 月
廿 十 面
九 四
日 日

風 倒 び風るに別 りまIJ れき後激風 現
イヒ 壊 剥化 倒向 落 るにろし化

状が 落及 れき あ 倒向いが

図43 写真
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@ @ @ 

五 五 五

塔輪 輪塔 輪塔

吃コ フ句

'"ヨ

/Zヨ、

/E宝、ヨ

九養文通 四叙天(
月寿禄の 月徳 正 地
十 院二部 初院十の

八廓突、分ーノ 六刃二部
日 誉己( 日誉甲~
卒無年正 固雄年
口聖 面 園山

茂 、ーノ
長

繁 久
居 居
士 士

四里小通 四 『 四 風 施 ( 文寛
方笠 月過方 の 主右
に茂原高 九去に 部 佐面十

党次 左分 日帳焚 分 藤 ) 三

字墓 討 』 字 の ラき
あ面 死 lとあ み 太 丑
り ) とはり 残存 口 年

あ
り

風
風化 欠損化

大 大

図44 図44

W
地
区

参
道
に
沿
っ
た
右
が
わ
の
拡
い
地
区
に
東
西
に
な
ら
ん
で
存
す
る
。

⑧ @ ⑬ 

Cコ寸=
吃コ Cコ

臣室ヨ 三三 ノ一、

吃コ → 

口 十還慶
勝 一 去安
園 月松 己
存 晦岳丑
殊 日柏年

JL¥ 
士

士
'三fE骨

位

施 ( 延賓 ( 南無 ( 裏
主右左
大面二面 阿面
野甲 日伝
瀬 寅 WE: 
兵 年 例
衛 七

月
十

日

ま落1) し、がる ICli向リ 倒
激 風 倒

部欠
壊

し化 れき

乙
の
中
に
、

て
は
、

「
先
祖
代
々
之
墓
」

乙
の
南
の
方
は
、
傾
斜
面
を
な
し
竹
薮
と
な
る
。
新
墓
と
し

9
例
は
笠
付

の
一
基
の
角
碑
が
あ
る
の
み
で
、
他
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
銘
の

角
碑
が
あ
る
が
、

一
種
の
位
牌
型
の
形
式
を
も
っ
て
い
て
特
殊
で
あ
る
。
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⑧ ⑦ ⑤ ⑤ ④ ③ ②  主隆三
形

状

フ『
ノ「、

寸ゴ
フ『

巨宝ヨ

フーミ
区ヨ
ナL

Zヨ 三五

"" 大

い
さ一両

五
七

吃コ

Cコ

十浄享
一誉保
月 清 十
十 E 乙
七到巳
日岸年

大
姉
霊
位

(
右
面
)

施

主

町

野

氏

『過
去
帳
』
に
は

清
涼
院
浄
誉
雪
光
到
岸
大

姉
と
あ
り

一九
一一
七
一
国
禄
十

一
戊
圏

一光
全
院
準
巻
二
済
居
士

十
二
月
十
五
日

も さ
厚さ

区ヨ

ヨ『

十 常 享
一 誉 保
月諦十
初園二
五貞丁
目智未

大年
姉

/、
ブu

フ句

三三

空浄
月屋
了廓
照心|表
浄信
信士
士

号雪

位

一一
一四
一
享
和
三
亥
年

一
英
光
秀
林
童
子

霜
月
和
九
日

三
六
一
天
保
四
笑
巳
年

一朗
月
詠
笑
貞
吟
童
女

十
二
月
八
日

一E
一

天

保
四
焚
巳
年

一
法
月
良
樹
童
女

十
二
月
八
日 銘

面

(
右
面
)

町
野
文
右
衛
門
憲
次
二
男

俗

名
町
野
文
吉

(
左
面
)

町
野
紋
左
衛
門
庸
次三

女

文

側

面

(
左
面
)

延
享
三
寅
六
月
十
三
日

(
右
面
)

寛
保
元
酉
九
月
五
日

欠
損

現

状

写 真図45 図45 図45

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑬ ⑬ ⑨ 番号

形

状

区ヨ ノー、 C区耳コ C寸=コ才
プU

ブブ1U】 寸= 大7L 高さ

し、

ア『 7L 7L 7L " 
申国フ『 さ

E. ノス ヨsc "" ノ一、 三三 アb
厚さ

E高 天 ポt .tt: げ廿ヤ 仁仁 宣観 .tt): 
現保 九光寛 二月寛 好 光 得 光義 二直 享
良 十 月照政 月窓政 院 院院 院院 月 致保
笑 四 初院四 初暁二 正 礼義 白洗 十 院十 表
童美 三 遍 壬 日夢成 相 誉誉 誉蓮 五精六

銘子卯 日室子 善年
妙殊 智礼

融明 社清 日ー誉亥辛年 明 年 童 貞智
秋 子 大 大誉 起年
大 宮市 敬 言 姉 ー 浄
姉 大居 水 進

姉 士 居 居 函
士 士

町義( 町於( 明 ( 町 ( 文(文宮( 宣(明君( 町 (
野父左 野江右 和 右野左 政右化 左 安右和 左 野右
虎町面 紋戸面 五面紋面 十 面 十町 面 永面 二 町面 氏面 仮リ
吉野) 左赤) 子戊 ) 衛左 ) ー)一野) 四酉野 安)

憲、紋 衛坂 戊 甲紋
英次未乙 年九友右 次

文次左 門法 十円 隆子 E記左 墓
妻衛 隆安 月妻 次年 年衛 後年 月衛

門 次寺 十 後二
五月 円隆 妻 I 六門 面

隆 男葬 四 妻 月
廿 同[次英

次娘
日 初 十次

ノーL¥ 八 墓 八墓
日一一一日 日 現

状

図45 図45 写真
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⑬ ⑬ ⑫ ⑬ ⑮ 

イニニF ヨ50 Cコ ブし

豆三 三玉 Cコ

o 三三
CE宝コヨ

才し

E宝ヨ = 、 ヨ50

~ 口 長 日 松純 十
乗寂 院 寿新 イ山 明
智真 郷 院院 院院 月
院院 口口 繁孝 震満
最 静 全主巻 誉誉 望口主 主ロ主 十
誉 岳 知了 量行 寿錦

磨貞、 賓日産
口口 昌 全 永秋 日

栄一 貞康
大居 保道 信園
姉 士 大居 大居

姉士 姉士

先祖 葬宝( 生 口(誉 十 『宝大と"""~ 弘(文営( 弘(弘 2(
武暦左 国 国 右了一過暦姉し過左 化 右 政 左 化 右化 左

三州十面 駿 三 面 波 月 去十 とて去面 三面六町面 四面三 E紋 面河江二) 河 河 ) 居 十 帳 庚あ栄帳) 午丙)未突野) 丁)丙)

国戸歳 田鳥俗 士一』辰り 華』
憲、年 年文右

未午

烏俗麹壬 中居名 と日に三 院巴 年 年左

居名町午 口口 あ IC享月香ユ 次六 八衛 五 六衛

弥 心十 治市 り徳保 誉月 後月 月門 庸月
月 E

市 法 一 墓口 良元 知十 妻九 十憲 次 十
主次左寺月 日 五 次 委八

一衛門 一一立
門 響申丙 白:口: 

日 墓 日 日 墓
ノ¥

化表欠
E王子ミ 日
寛 卒

あ面落
り風

図45

⑧ @ ⑫ @ ⑫ ⑧ 

寸乙Z 'fi イヒ丁 せコ 寸'"

"" 
イヒz

ζコ フhミ 亡コ ブu

"" 
ヨEζ = 

~: 還享 量崇 真紗 華香 元口
享霊永 正

本清 保六
光善

十禄 元晴
保安袴 徳 院院 院 院
口 院院元 岳 辛 寿徳 智厳 地三 岸
ロ応元日辛 浄丑 挙挙 眼誉 蔵庚快
口誉誉口卯 感天 栄興 恵珍 尊辰山
年恵、徳年 秀仁 光荘 彫年 信
正皇室翁五 す月 大居 大居 刻五 士
月大居 月 位六 姉士 姉 士 月
口姉 士 廿 日 廿

)¥ )¥ 

日 日 日

生俗本( と安政 景 俗崇( 天 (2文 ( 居鳥 安永(右 生国 I 
国名国右 地 地 あ 光 烏 名 文 左 明 右 化 左

鳥 生茄駿 ) 面右
常yiL居鳥三AVJ)面 蔵 蔵 り 二 院 居 政面 六事倉 田 面 弥 九面 横須賀

尊 尊 乙 は 弥 I一G 己 丁 ) 市歳 )

儀 彫 彫 卯 『 戊 酉 弥卯 居五五 左庚
右 主リ 五リ 十 過兵 寅 年 市 年 伴卒 衛子

JpE五邑q 
一去衛 年 景九 左正 右俗

後景門正月月帳 景 十 共月 衛 月 衛名

富 三』明 妻九 門 廿
JpEテZq ミ

妻 寛 初
碑 日 IC 月 日 景 九 八

共 日 平
日 一一一一ー

欠 日 先
落

図45
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⑧ ⑫ ⑧ ⑩ ⑧ ⑧ ⑫ ⑧ 番号

形

状

せコ
寸フ=『 三五 三三 豆王

大= せコ Zヨ E耳 高さ

し、

F宍 ノー、、 寸 = 区ヨ 豆三 三五 三三 申面
さ

三玉
厚きブU ブu 三三 フ『 豆三 ，-之

白 ~ ~ 口 ロ 四珠天 恵
法 正寂正 六正享 望田生 次 月光保 道
院 月心徳 月誉保 祐 良日

十四 院念 十二
智

廿院六
十三 道貰亥己 口意 之 空 表

一昇丙 月信 口 日 誉貞丑辛 信
日 誉申 日 ? 四 十士 女 銘

圏年 信年 ムノ¥ ，ヨF豆 停年
雲 士 日 位 信
居 女
士
弓骨
三sL

面位

笠( 笠( 漢施(延( 柁(施( 江 (
紋烏居 ( 寛 ( 松右 松右 人主左宝右 賀須右主左 戸左 右政左

口 面 喜面 面九面 ム)面岡)面 干?面 面九面 倶リ庸) 平) 七 ) 酉辛) ノ¥ 町 ) 兵)年)

静 次 親郎 中す iL、 衛 丁
碑 墓 之 暦 歳 膏 法 景 巳 文

口 四
寺葬

明
口 月 妻 月 面

十 晦
J¥ 日
日

損下部 来落1] 欠損
落表 現

面
欠 京l 状

写真

@ @ @ ⑮ ⑧ @ ⑧ ⑧ ⑧ 番号

形

状

三三L フ『 寸= 寸ゴ 大三五 '"ヨ 三五 J一、
高さ

し、

区ヨ -t:; 
→'" " 三玉 " 

。昌
さ

ノ一、 J一、 寸'"
，一、、 Cコ r、 亡コ 厚さ

智板弘 十月 泡明 七泡明 十月 寛明 道 ~ ~ 
光倉安院 玉治 月改散治 量治 十源 享 六 照 宝 後宝宝
口家 口口廿 廿廿 初院廿 一院保 月涼永 四 池 永
忠先忠 四子五 日子六 四光七

月三園誉 七壬
七院五 月 院 二 表

口口 口祖 口口
年 年 日誉年 日{言戊 初澄乙

育巨 日浄寅 窓子 七誉酉 銘

大口居 道 心年 賓年 日晴年
姉 士 居 居 栄 iL、

士 士 大 大
姉 姉

霊 面
位

俗(智弘( 俗(
名右明天左 名右

面治保面 板面 仮リ
板)廿 十) 倉)

倉日日
t¥一 一一一ー 音E

文
年口 年丑

蔵

口 口口 面
口 口

口
ムノ¥ 

日華1] りま1] 部上 み破 ま1] 現
り落 落 欠部 片 落

状
あ あ 損ー の

図45 写真
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@ ⑬ ⑬ @ ⑬ @ ⑭ ⑬ 

ヨ'" 三三
F三宍三 '"ヨ 三三

フCコ『
E宝ヨ 主三 tコ

⑬ @ 

tコ 三五 E宝ヨ = 巨亘 才L 三玉 ft， 

臣室ヨ フ『 区ヨ 亡コ = 

日高法三 保寛本達延 至春
秀映五安永

善瑞
清涼院誉誉誉 誉誉享 得光 久光

春顔 智諦 三 願哲 秋元 院院 童月八 院院
諦山

亥安智演了子甲 芳誉 干誉 松女朔亥己 調相
智恵道 山 日 誉誉 誉
磐忍喜 三 際通七 誠蕗 氏 年

貞実永 質臆
精

清大居
月廿大姉 士居十月 心心 道

信姉士
光映 一停 法士

女位
五 五 国済圏

弓云立E子乙 日 日 大居 大居
姉 士 姉士

然自 然自
施 (政法 二 ( 施( 永善天( 俗明( 同
主右延延字 享左 主右 地 六久保左 名治右 人

石 石 松面享 保面 面 蔵 実院 十 面 葛廿面
世寿 葛妻を を 山 ) 二 三十) 松) 尊 丑は五 山 八)

手Ij 手IJ 氏 乙寅丙 ー 山 彫 九 『 辰甲 精年 八山
用 用 丑年二午両' 氏 五リ 月過 一八 十平

三月五 弓H 去帳 年四 郎月
六歳 日口

月二 上四 十月 あと lと 月廿 日 娘

日日 ー り嘉九
日 欠 日

損

@ ⑬ @ ⑮ @ @ ⑧ @ @ 

⑬ 

臣室ヨ 三三 ヨ'" 三三 三三 主三
ヨ'" Z玉ヨ ft， Cコ

⑬ 
Eヨ 三三 区ヨ E宝ヨ = 

豆三 ヨ三ζ 吃コ ヨ'" ヨ'" フ『

小 為 徳柏 報徳
為説 先祖 外笑

聖無正
心摂 決精谷 妙 蔭堂 屋山 室 到 屋

田 喜 貞紅 貞道 種 代 霊 智著自仙 院禅 院常市 昌樹 恩発 口々 橋 賢 治
右 信信 {言{言 信霊信 信 信 信 誉誉
衛 女士 女士 女位土 女謀 士士 耀ー
門 天王 山陸
娘 海 産 堂

穐光 禅左
方精梅

然貴英信
信信

大姉 士居

士 女 女

( 徳(天 ( 天(天( 文(文( 無正( 文 (
俗主主 然自 自 然自

地 十右{呆左 保右保左 化右 化左 二 七左 政右 然
蔵 月二 )面 十亥 ) 面 五面六面 八面六面 月月面 元面 名 一 面 石 石 石松冗
尊 甲)乙) 辛)壬) 廿七) 戊)

山 J を を を
彫 日 年 午未 未 申 J¥、日 寅

利用
手Ij 手Ij

主リ 十 年 閏 問 四 日 年 犬年 用 用
、../ 十 七 月 玉 八月

清右六

月 月 月 月 十 正衛早
十 五 十 J¥. 

月十
十

妻清門 三
日 J¥. 日 日

日 日 日 正日

り最落1) 
日

りー
てコ

あ あ

図45
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⑧ 番号

形

状

t巨Zコ3 

高さ 大

し、
。面

さ
ブU 厚さ

本覚了 安浄玄

道定禅 定清禅
表

銘
尼門

面

倒。

文

函

現

状

写真

別
地
区

xv地区

参
道
の
左
わ
き
に
東
西
に
長
く
、
参
道
に
面
し
て
存
す
る
。
江
戸
時
代
で
も
、
貞
享

・
宝
永
年
の
紀
年
銘
の
あ
る
比
較
的
古
い
も

の
が
多
い
。

④ ③ ② ① 番号

形

状

イェz 亡コ 寸コ
大医ヨ J一、 官主ヨ 高さ

し、
巨ヨ 巨主主

巨主主 ブL
。畠

フ『 J 、

さ
厚さ，'- E耳 J一、 室三

掩寛 南 ~ 
正白文 無

吉見 妙祐 永寛月態五 往阿
廿 誉 丑 諦弥 六禅十 表
日浄年 士 口 教陀 左定六
俗感回 見 口容浄 イ弗 衛尼己 銘
名信巳 六口 門 卯

口士 口 口園 内利 年
口口 口

口
室重

見 口 月
ノム¥ 九

面左 日
綻 衛
世門

但リ

文

面

剥l 激風 上 現
落 し化 部

状し、ヵ1 欠

写真

第15図

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ 番号

無
形高逢

塔 状

大7< 三 身 三 全7u 
高さ

し、

申高寸ヒフ ヨs. さ
厚さ7u 

~ 上 衆開当
到宝 人春基山
誉暦
月七 表
[jjj]丁

銘好 丑
園 天

善
女

面

町( 年 年 (
野左 七九左
氏面 月 月面 仮リ

文

面

化風 倒 伺l 現
壊 壊

状

図46 図46 写真
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⑫ ⑬ ⑮ ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ ⑬ ⑨ 

区ヨ Zヨ 区ヨ ヨ'i 三三 E宝ヨ 三三 フマ
E宝ヨ -tコ 区ヨ ノ一、、 E耳

tコ 巨主ヨ Cコ ヨ匂 吃コ

ブu E宝ヨ J 、 4コ ノー、、

十 超 字 ニ浄字 字 六 輿冗 種 雲 冗深顕寛
ニ誓保 月心保 保 月仁文 九興{寛呆 寛光 文松療延 七

月本院 五 十院十 四 朔 院 四 月院 {呆 幻 二 院院三 月
三即三 己 日 徳誉未己 二 明 壬 三棲 丁口往 午庚 十

廿九 春常 子庚 日 f主戊 亥 日 誉 戊 亥突童 巳 梅誉 四
日年 是申 五 崇年 貞年

天 女
十 真宗六 日

通 念歳 月 務 国 二 節 俊 月
居 居 廿 居 大 五 月大居 上
士 士 土 宮市 月 十姉士 六

空i& 日 廿 七日
位 七 日

日

徹 『 地 地
名俗 ( 左

封白 俗(

量山 過蔵 蔵 j蔵 名右
去尊 尊

大)面
尊 町 面

子 L帳E 彫 彫 彫 野
と刻 五リ 塚 主リ '可='ミ2 

ぁ lζ
年行 儀兵

俊
り

七衛

十七 貞尚

損上 ま11

部 落
欠

図46 図46

⑧ @ ⑧ ⑫ @ ⑫ ⑬ ⑬ 

三三 三五二 EヨEコE C区ヨコ 『ヒヨ ブU
ノ一、 -t 

寸コ 7< ヨ三 = ノ一、

ノ一、 ノー、 ノ一、 Cコ ヨ'i

E高廓 {弗法 三三日ヨ 知 f弗 見 ~ 点:
光 状 光性

峯秀
地霊知生 七 了宝 正探貞字

院 院 院院 蔵 何日 月 浄永 月誉
明 大 天顕 白 尊童童徹 廿 院四 初高寅丙
主口主 理口主 皇基底 彫子女童 二安 丁 五岸
貞福 冠大 女 五リ 子 日 替 亥 目覚年
清 生 中道 イJ 不年 春
大 五 大函 き 窮
姉来 姉圃 居 士

居 居 士
士 士

俗天( 文( 文( 天 ( 深--， 1

享名保右 福政右 俗政左 中明右 誉過
年福十面 田三面福名十面 回二面、J 覚去
五回二) 氏庚回二 )

作喜 十寅
春帳

十有 喜丑 友辰 f号 己 大 』|
兵 年 美僚年 兵 丑 妻二 姉 lζ

九 衛十 屋妻六 衛 年 月 とは
歳友二 月 八 十 ぁ 育岸

信月 十 月 り 院
十 廿 日
四 日
日 み台 日 剥倒

座 落壊
の

図46 図46 図46 図46
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@ @ ⑫ ⑧ ⑫ ⑧ 番号

形

状

三三 区ヨ ノ戸、‘ ヨ宝ζ 三三
大/、、 ヨs: ヨ

高さ

し、

'"ζ 一 フ宍 フ『
。畠

ヨ三五
さ

3句之

"" ノ一、 厚さ

諦 正正正 互支 蓮 顕
聴 願善法 願 光 光
院 院院院 院 里マヤ 院
温 妙妙慈 慾 女 4在 表
主口主 智入照 望宇 誉
口 信信信 智 功 銘
道 女女士 光 善
居 大 居士士 宮市

面

谷(明 ( 文(善法( 福文( 福(文( 俗天( 天
源右治左 久右文天左 田久左 回右 政左 名保左 源保左
之面元面 三面政{呆面 氏 三面 氏面十面 福 四 面 友十面 倶4丞 )年) 突)元九) 友委) ¥-〆 一一ー 、.J

回突 信四
精 戊 亥 戊戊 義亥 庚 俵 巳 {中妻年

文用 辰 施七 寅皮 妻年 亥
蔵友 年三 正

九 主月 八十 七 年 月
月 谷 廿 具ヰ 月 七

延 1 五 面廿 口 日 月 日
日 - 十 初

日 日 日 五 日

任リ 日
現

壊
状

写真

⑨ ⑧ ⑧ ⑧ ⑮ @ 番号

形

状

巨宝ヨ フ『
亡フ『コ 寸~ フ『 フ『 大ノ、 f、、 /、 高さ

し、

寸コ /~ 'E  '"ヨ 。扇
さ

フ『 ノ一、 ;n. ζコ フ『 厚さ

十智
芙光 顕点!諸

聞
光顔月 園延 園

十 院享 院 曜 根 院 院
六明四 試 院 院 儀 照 表
日誉丁 差口主 浄 圏 遺 主主

植卯 芳 誉 差日全
善慶

貞 銘
光 年 Jl，、 清 行 尽巳ノシ

大 大 鏡 園 居 大
姉 品市

剥l
士 宮市

( まIJ

落 落 面

六(宝( 俗(顕 誉 『 清誉...， ~ 俗(明( 谷 ( 暦宝 ( 
月右暦左 名右 清過 行過左 名右和左 源右 左
七面七面 谷面宝 鏡去宝業去面 谷面三面 之面十面 倒IJ日)丁 ) 同源) 暦妙帳暦悦帳) 兵源 ) Et 丙 ) 

系)二)
丑 妻 之 十 悦』 三 雄』 精 壬

文歳 系 一 大 iζ 奏 居 IC 衛年 用 午

剥l
辛姉は 酉士は

( 
ノム¥ 四

巳と¥iJj年と諸 葦IJ 月 月 面
落 年あ曜六ぁ根 落 十 上

六り院月り院 九 五
月 浄 六 雄 日 日

倒 上
十 一一一一日

まIJ 現
壊 部 落

欠 日 状

図46 写真
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⑩ @ ⑧ 

→コ フtミ

寸コ 7w 

一 /、

正.t¥:口

月三初 賞相院今 保二丁

日酉
誉年
道
専

士居

地
蔵
尊
彫
主リ

欠 激欠 欠
損 し損

し、が

⑬ ⑫ @ 

"" 吃コ
三五 Cコ

= ノ1

-t; = プ可μ

欠
術真光顔
誉慧

損 貫 院 影
道口夢

士 綜練 山童
霊 寅子
位 信道

士居
士

俗(俗(
名右名左
富面富面
永)永)

E E 右

衛 衛
p~ p~ 

文兼
義
雄

欠 ま1]

損 落

面
し
て
並
列
し
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
(
一
六

¥J  

参
道
に
面
し
て
細
長
い
東
西
の
地
区
に
あ
る
。
天
保
・
宝
永
前
後
の
角
碑
が
多
い
が
、
登
っ
た
奥
の
一
区
画
内
に
七
基
の
墓
標
が
北

の
紀
年
銘
の
あ
る
三
角
頭
板
状
碑
の
よ
う
な
一
群
も
あ
る
。

問
地
区

ま
た
胞
は
位
牌
形
の
形
式
を
伝
え
て
お
り
、
多
く
の
墓
標
の
中
で
も
特
殊
で
あ
る
。

① 番号

形

状

三三 大三三 高さ

し、

". 。畠
き

厚さ

天智浄現天
保光保

九院院在 七
戊光 申丙 表
成誉誉

年明智道 年 銘

三大映 八
月 居月
廿姉士十
日三

日
面

(町俗(
右野名左

延面嘉 面 仮1]
次)衛

委 r~ 
文延

次

面

現

状

図47 写真

瑚地区
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第16図

② 番号

形

状

ヨブELi 

高さ
大

し、

寸とZ 。亘
き

= 厚さ

寿
IL.、
院
林 表
巻口

真光
銘

大
両市

面

町(天(
野右保左

嘉左 面五面 倒1])午)

衛 歳
文門 七

整 月
次 面

墓 妻 日

現

状

写真 l



③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ 番号

形

状

三60 三三 フ句 主主 三三
ZフhE== 大巨主主 ブU ブU 寸コ 高さ

し、

三三 寸= 寸コ 三三 吃コ 中畠
さ

三三 フ全， 亡コ 寸= フ『 せコ 厚さ

春 )1頃 真 Ju: Ju: 理
厳院誠 理想 桃園法 誉 光 壬梅元 宝 花即寛 想、

往 西 院 霜顔文 暦生生保 院 院院
安往 誠 月院二 九院院 ニ 最 高最殻 表
イ言信 月 十= 鞭き巳丁 己蓮済壬 誉 君主 主主 望圃宇
士 士 貞 卯 誉誉成 妙、 銘

，c，、 目撃年 天 智直天 勝 儀)1原勝妙 園

光 四往往六 大 士居大信
女 盲 月大居月 姉 姉土

柔 十 姉士六
大 日
面市 日 面

天俗( フL ~\ 文 ( 小掛( 弘( 誠理桃(
保名右俗禄左 久右 崎川右町正化左 左
三町面名十面 二面 三門葱)面 野某月廿四丁)面 明弘安面 倒Ij壬 野 ) 町 六 ) 壬) 治化政
辰 六 野喜連 成 白日 室九 未 十四六
年左 仁 未 次年 恰 墓 日 歳 丑丁 未丁未巳

文
正 衛 兵 年 興四 建成
月 門 衛六 妻月 石 年年年

面1 信頼月 十 八 正 正
日 次 定 晦 七 月月廿 月

日 日 廿 八
三九日

現日日
状

図47 図47 写真

⑬ ⑮ ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ ⑬ ⑨ 番号

形

状

ブu ブむ そゴ J 、 3句

高さ
大ヨ'i 豆三 プu Cコ 吃=

し、

矛『 ブし ブu そコ ジ『 = 申雇
さ

~ フ旬 吃コ ，~ 2:9 豆'"
厚さ

載念 味興 六皆文 皆文
八口了永嘉誉光 休徳 月全化 令化

真 院院院 初院 十 十 院 元
鳥)落 月十 院永 三庚岸称運法 日令三 一 得 子 表

到 誉誉誉 誉 丙

[M~; 
居信 八誉成

運法寿 f生 満子 四 士 日口年 往 銘
信寿徳善 足年 良日 貞
士大居居 大 兵 大 士

姉士士 宮市 衛 姉

面

神元生 ( 神(本土( 誉『勝『俗( 江 ( 延 (
山 禄国左 山右問屋左 道過孝過名右 村左 宝左
氏六武面 又面吉相面 氏面 九五、面ーノ 仮IJ
重突州 ) 兵)左模) 居帳あ ヱ 仲 ) 月丁
勝酉川 衛 衛守 士』り』まIJ 墓 /¥己

文石年越 勝 門殿 と IC ζ 落 日年
塔十 芳 女家 あは 神 山

月 妻 中 り皆山 口 面
廿 令又 半俗
四 院 兵 兵名
日 得 衛 衛

倒 笠剥 損上 但l 現
壊 欠落 部 壊

状損 欠
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⑧ ⑫ ⑬ ⑬ ⑫ 

3匂 フ『 /、
フ『 三三

7L 豆三 豆王

'"ヨ Cコ

顔 七重慶 八 庸慶 普
照 月願応 月廿 徳応 照
童

四日 院誓誉 寅二丙
院元 院

女 六行丑
端誉日 誉 年

困妙年 之 正
護 顔

大
士居 大

姉 姉

神( 神俗神( 口(俗堀( 月載念又暦『生 生(神字国 二
享 山 右 山名山 右 卯左名 口 右 九誉 光 兵衛十過国 国右山保遠代神
年又面 条 又面 子 商 善面

日は院は費暦 三去帳一 同 遠)面藤 七州五兵) てと 兵) 年)茂六) と享養 州神州九己 山仁ヨ
あ保 父えー委」数R山 被量 郎卯縮須賀 又六 衛 廿勝 衛 口 勢娘

没 勝 九成 長 口 り二途ハ fC ー 又 勝雪兵
口 歳 閏 十十 翁月味戸兵 和一 衛
妻 日 FZと 十 休塚衛 墓言 嫡

9 ぁ日院口勝 子生
壬 十 り神 は 口 喜 九
三 一 山賓娘 日

損上 り剥激欠損 倒 月

部 落し 壊 廿

欠 あいが 日

図47

⑧ ⑧ @ ⑧ @ 

J 、 フー之 寸二， フ匂ξ

ヨsc 寸 = せコ 7L 

ノ一、 J~、 Cコ

'"ヨ Eきヨ ζコ 巨主Z

蓮 法 九即宝 正性浄冗 恭清
Jt:，、 Jt:，、 月 覚永 月禄 心心
院 院 十院三 廿院十 院院

妙悟 得悟
九捜丙 五 覚 六 楓静
日 誉 成 日 誉宝未突 誉誉

善勇 玄歳 良 徳
哉哉 乗 厳年 順門
大居 居 'じ4、 真了
姉 士 士 居 光翁

士
大姉 居士

天屋( 明 玄 甲 ( 屋 屋 lls""" 左 房 明 合 口 栄 是 益 護 共 病父明(同干源明(
保代左 治孫州右手代左 代考 州 治一 之奉 加一 病父従暗 治 右人時一」屋 治ー 左
三己面 三奥武面 時 口面 善常面 花二口次父一 雅 己 面後ハ代ニ面
壬心) 庚州田)五右) 八品) 房庚干母口月口乃牟 巳 妻恭十有 吉庚)

辰 士 午自家 十 衛 吉土 産主午並白井二庚口不春 徳 午
年介 歳川臣 有門 長浦 屋歳乃吾当十午撰能君 心四号歳

三之馬 八善 之 口三乞従 山 四病春要寺 候 尼歳了二
月 月産口 歳昌 生 男月得行先日 徒 翁月
晦 士美 馬二死寛借封 二
日 口再志弓さ子ず 信守お4再鈎 士 十 干房 不 偶 地 十

享仁コ 八 起一 千 四 一一

崩 欠 衛日州而室房 日
之房 壊 ~ 且 卒 以 Jii 

口 於 有 時
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⑧ ⑫ 、 ⑧ @ 番号

， 
形

状

プ1】 ブU フ匂之

大寸コ Cコ 高さ

し、

E主ヨ 一 一 ブu 。高匡主Z 区主ヨ

さ
フ『 三五 = = 厚さ

Jtl: Jtl: 
日日目友 正常天

十信元 十光元 月間保
月海禄 二 照禄 損 十院七
朔 院 十 月院元 日心禄) 八法申丙 表
目覚丁 三妙戊 信三 日真

誉丑 日誉辰 士庚 現年 銘
浄年 清年 霊 午

大宮市正 Jc，、 位年

居位 女

'5三EPZ 

面位

屋 (
代左
佐面 仮リ右 )

衛
文門

τt 

fE恵1 

面
妻

損上 現
部

状欠
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⑧ @ ⑧ 番号

形

状

そコ 司ヒゴ 吃コ 大ヨsc 高さ

し、

ζコ Cコ 中国
さ

Cコ 厚さ

~I~~~u: 
明亮 EJlJ、宝 字蓮 了
和音暦 保光達元
五院院七 十院院文
戊称品丁 六昌根丁 表

子誉誉丑 辛誉誉巳
年貞休年 亥閏年 銘

姉姉姉大居 三雅意 七 年 繁 桂 三
寛寛寛姉士 月大居月 九大善月
政政政寛 口 十姉土廿 月姉入十
八三 十政 年 七 五 十 居日
年年一四 日 日 ノ一」¥ 士

面年 年 日

撰 ( く 『 く『
要右 撃過即過
寺面 誉 去帳 誉去 倶1

理健真御) と と帳
性誉如山 あ 』 あ 』

文院
千花院内

り IC り ;ζ
はは
事が 日[:]ロ

面養 挙 主宇

院 で で
口 な tJ 

化表 まIJ 現
面 落

状風

図47 写真
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し
か
し
、
寛
文
・
延
宝
・
元
和
の
年
号
を
刻
し
、
古
い
形
式
の
三
角
頭
類
の
も
の
を
復
原
し
て
、
追
善
供
養
し
た
墓
標
も
あ
り
、

ほ
か
に
自

第17図 瑚 地 区

墓
地
の
最
も
奥
の
地
区
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
東
の
崖
に
近
い
。
墓
地
の
区
画
と
し
て
は
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
新
墓
も
多
く
、
ま
た
先
祖
代
々
の
墓
も
多
い
。

乙
の
地
区
に
は
、
自
然
石
に
よ
る
一
種
の
配
石
遺
構
の
も
の
や
自
然
石
の
墓
石
な
ど

然
石
に
よ
る
神
職
に
あ
っ
た
人
の
墓
標
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、

で
あ
っ
た
と
い
う
。

乙
の
地
区
は
「
百
姓
墓
」
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
土
地
の
当
時
の
百
姓
の
墓
地



⑦ ⑥ ⑤ ④ ④ ② ① 番号

形

状

Eヨ E宝ヨ ヨEζ '"ヨ 支三 ブ区ヨL 亡三コ五
高さ

大吃コ フ『

し、

Eきヨ = Zヨ ヨ『 申量
さ

Cコ 厚さ寸コ 三三 ブU プ同 フ宍 ノ一、

宣 先正 ~ 寒含光 大顕松 功徳 先 ~ 
誉祖誉 誓 願観来 理主主主望主 挙巻主主 誉誉 奇 祖 恵 大廓 勇精
融代宣 誉誉 誉誉 徹珠明 秋意貞 徳浄 顔代笑 主口主 巻口 主主 望主
光々光 智成光成 道光山 覚現亮 永功 童々童 悟大 植勇 表
信精信 本本願願 信信信 信信信 信{言 女精諸女 然然 進進

銘女霊 妙誓 立誓 士女土 士 士女 女士 信信 信信
音 11蹟音迎 空~ 女士 女 士
{言信{言信
女士女士

面

「文 ( 大 (顕松( 十 『弘(
過化右 宝 右宝寛左 四過化左
去八面 暦面暦延面 年去帳 四百 制リ帳未) 十)十四) 八 未丁)
』七 一未 月 』

文iC 月 午平年 五 IC 年
正廿 年年四 日功分
芦日全 日

九十平 と 誉
面lま 月 一 あは 廿

文 五 月四 り明六
化 日 九日 治日

日
現

状

図48 写真

⑬ ⑬ ⑭ ⑬ ⑫ @ ⑬ ⑨ ③ 番号

形

状

"" E宝ヨ
五『

区ヨ 三三 三三 区ヨ 大ノス 4コ そコ 区ヨ 高さ

し、 l

= '"ヨ 幅寸'" /-、、 さl

ヨs: 厚さf、、 ノ1 = フR

山 天大 戒有縁 観戒{呆
久先祖庚

~: 
教 誉 森供 観 寅光泉4単 a.. 
宣 貞 祐智 密無浄 道 安貞 代岳 誉
童自章 光海 定縁智本主主 牙 々慈 11煩 表
子信 信尼 信等信 和 楽悉門 枯

銘女 女上 士 男女尚 信会信 信
座 女得士 女

脱

士

面

寛(天( 自 自 戒智本( 白
三壬過『悉文 広文 ( 左

文( 七
政 右保左 然 然 天文 文左 然 久右 庚

九面七面 石 石 保化 政面 石 辰去帳 化 化 面 元面 午 倶リ
了) 丙 ) を を 元十十) を 十十十) 酉)
巳 申 手Ij 手Ij 寅一皮 手1] - .ー 一ー 一一 年 月十年 年 用 用 九辰四 用 月 iζ 子成 十 文
ノー」¥ 十 月六月 朔久ム正 九
月 廿 月四 目安貧月 月 日 面
廿 月 一 朔日 とは十十

あとり朔 日日 あ天五二 日
日 日 り保日日

最1] 現
部 落

状欠
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⑧ ⑧ ⑫ @ ⑫ ⑬ ⑬ ⑫ 番 号

形

状

三三 区ヨ フ宍 三三 E主ヨ ヨヨL
大E主ヨ ブL 2:9 せコ J一、

一 高さ

し、

Eヨ 室三 E主ヨ 。面
さ

E宝ヨ = ブL 三三 厚さ

と刀±ミ=ミ， 先 真 照明 是夢涼先念 惣 蓮 明晴
主主 唯祖至至 艶 挙口 巻回 心 祖道心

政寛 究誉
意天 草生 望主

源 頭代口善 t 呈呈 貞照 相清代信信 誉明 口明
道 意々成 行 女 空~雪 空* 口口々士主字 五 意 究八 月信 雲 表
イ言 説 一運道 墓 信 {言 信信精口

正丑 性信
性申

女士信士 信家信信 女士 士 女霊口保 信六 銘
士 精 士 士 口口 元十 月女 士 十月
日霊行 永口 申 三
了秋運 口 三 五 申 日 日
童日禅 口亥 月 二
子信定

青六
十月

面女門
十 平

四廿
日!¥

日
日日

( し明 元 『 高(文(左 天(
右 い治 八過 問 右久 保右
面 のニ 月去 市 面二 面 六面 仮1、ーノ

で四 十帳郎 年) 乙)

記年 八 』 兵 成 未
載 1 日 IC衛 !¥ 歳 文

せ四 と照
十月

閏
ず一 あ 誉は回 七 面年

り 慶 !¥ 月
と 日 十
新 応

日
現

状

写真

⑨ ⑧ ⑧ @ ⑧ ⑧ 番号

形

状

三三 三=三 三三 2:9 E宝ヨ 豆三 大|
巨E ヨ6c 三三 "" プu 高さ

し、

2:9 ヨ三 2:9 巨3司 フ『 。高
さ

巨主ヨ フ『 京『 Cコ 厚さ

通先常 感 嘉 寿松 幽蘭 寿広春消 寅説 局
善 祖誉 望事挙 誉誉 主主挙 保田泡幼 誉誉 望主

妙代可 妙秋 貞 i否 智幽 I呈呈 長I邑 且且呈 立呈呈 貞質 貞
性々善 秋岸 願願 洞 洞 女子子子

信誠 志言 尚 表
信 信 貞智 信信 信信

銘女 精土 道道 女 士 士士 離 女誠 女
栖 霊 直 信 (言 笑
可 月 女 士 童 士
童 露 子
子 主主

女
面

信...， """通常( 感 嘉 ( 七 『天( 四 『 安( 俗慶( フじ ー 『 茸君昔く
女過右明安左 文明左 P過保左 未過政 名応右 五過
と去面和永面 久治面 ~ 去四面 九去 二 面 土 四面 月去帳 元 仮IJ
ぁ・帳)元二) 三十) ハ帳r!'-/ 月帳乙) 屋 辰 朔 申
り 』 申巳

年九 年八 月廿 』l E 歳
十』卯 文 四 日十

文lζ 十 五 日 lと年 右 月 と に 月廿
は 二月 月八 六寿口 と 幽 八 衛 十 あ宗
真 月七 十月 日誉月 あ 誉 月 門 り誉五 面挙

三日 二 廿 8員立
りは朔 日 は日

露 日 日 - 明日 高
Jデマ、 日 保日 治 延

現

状

図48 写真
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⑩ ⑧ ⑧ @ ⑧ ⑧ ⑧ @ @ ⑧ 

三三 区ヨ 三三 E宝ヨ
ア区ヨい

Cコ ヨ'"
E宝ヨ イヒ才 Cコ t;- E宝ヨ ブu フ『

Zヨ gg Zヨ吃コ 三三 "" ヨ三 せ=

4コ 3て フ宍 = ヨ6c "" ブじ Eコ 三三

光寒蘭 詠演圃 演道寂 利字 正但 真挙
室誉誉 誉誉誉 誉 岩 誉 主主 主主 誉誉
知選立会、 是是智 妙空了 貞意 貞受 泡露
秋稔光 護教覚 法全園 林元 覚楽

性重 交信
信信信 信信 信 信庵信 信信 信信
女 士 女 女 士 士 女主 士 女土 女士 女女

宅三立P三 宅三E雪L メ位p 入

士 『道( 明( 自 自 自 自 辰 『 栖直寛
と 過寛右 治 左 然 然 然 然 二過天
あ去永面 九面 石 石 石 石 月去帳 明政
り帳三) 年) を を を を 八五六

』 寅 五 手IJ 手IJ 手IJ 手IJ 日』巳寅
1C年 月 用 用 用 用 とに二三
は四 十 あは月月
道月 り E八口
石九 日 日日
常日 四
全 甲

‘ 図48• 
⑬ ⑩ ⑬ @ ⑬ @ ⑭ @ ⑫ @ 

ヨCEコE E主ヨ 巨ヨ E宝ヨ 区三五
CEコ耳 3三『三 ヨsc

ノス ヨsc せゴ ヨsc →ヒゴ

区ヨ ヨ三三三L フ『

CコヨヨL E宝ヨ 〈コ ヨsc ノ、 三三L

春誓 光 心 先 光紫 清誉 万 E顔名 先 還即 到浄
屋屋 春祖現 岳 祖即 主主 主主 主主挙

園周林 相代誉 妙 i浄 良 良品、 即代誉 J0、還 浄清
本 英正 妙々酉 雲雲 秋 光 覚々得 輝道 生口
信 信信 現精翁 (言法 イ言 貞諸生 信信 信(言
女女 士 信霊信 女子 士 女 生精 信 女士 女士

女 士 信等 士
会 女

春(光心(左 明(天( 自 自 文(安( 辰『往( 文(到(
文右政寛文 和右明左 然 然 政右政左 十過文左 久左天左
政面 化面 四面四面 石 石 九面六面 一 去 政函 子図 )面 保二 ) 面
五十五 亥 ) 辰 ) を を 成)未) 月帳辰)
午 午辰 正 J¥ 手IJ 手IJ 七 十 ム』歳 年 辛

ハ l
正 十 六 月 月 用 用 月 月 日と七 七 卯

月 月月 十 廿 廿 とは十月 月 年

十 十 十 十 七 五 ぁ天 廿 J¥ 
七 三七 ノム¥ 日 日 日 り理一 ノー」¥ 月
日 日目 日 二 日 日 十

壬

日
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⑧ @ @ ⑧ @ ⑬ @ ⑧ 番号

形

状

E宝ヨ 2:9 三三 区ヨ 三三 ヨ三L 三三 大三五 ぺコ ヨ豆 フ『 Zヨ 高さ

し、

ブu 三五 矛元 巨耳 。百
さ

Eヨヨ 巨主ヨ " 豆三 区ヨ せコ 豆三 厚さ

~: 秋松成園 :0、地浄 td:荘
春晴 施

蓮本 法照
教寛 容春琴替 厳家春 普本春 月誉 誉誉

三善政 妙清妙成 信先車清生、 光春妙厳 筆良主
花妙 道源

貞源
月信九 清光圃口 女祖 明園 子雲 道道 表
廿 女年 イ言{言信{言 長代信 照成信 中信 信信 {言 信
九 丁 女士女 士 春々女 信信女 士 女士 女士 銘
日 巳 清有夏 女士

保縁春浄晴
位

信無
女縁

芝、信
面精士

宅三E雪L 

自 文明(安嘉( 天( 明(
あと 三美過『 化弘 ( 左然 久 治右政永左 保右 治左

石 二 廿 面五三面 十面 九面
り亥 』去l帳ー 四 )面 個リ

を 年一) 年年 ) 亥己) 子)
八月 未丁手Ij 九 年 八十 年

用 月六 月三 歳 七 十 lζ 年 文

九月 十月 J¥ 月 日法九
日 二 一十 月 四 他誉十月 面

日 日二 ノ¥ 日 蓮は
日 日

主降主 文六
久日

ま1) 現
落

状

写真
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落
状

写真
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九 巳 子 成 子 庚

年巳
gp 一 酉
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朔
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日
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日 日 = 四 日 日 日 四
日 日 事| 日

落

⑬ @ ⑬ ⑮ ⑫ 

CヨEコL c豆コ三i 三三 ヨsc 区王三
= 7L ノ一、

= 室三 E宝ヨ ヨsc

-t E宝ヨ 吃コ 寸コ ""ヨ

蓮卒園 念得 先祖
先 誓宝 設

戒法 祖 昌厳 誉

入悟貞道念
慈代慈 代 院 院 速 念
雲々教 霜 々 厚 覚 住 芦記E会-

士{言{言信 貞 一法 挙 望主主主 大 鏡
女士 明切雲 貞 JC Jじ 宮市 善

信 精信 林 妙 道 大
女 霊士 知 大居 姉

道 姉 士
信
女

蓮 得嘉刀t ( 
慶( 明(安( 天(

弘左 応左 治 右 政 左 保左 政左
化面 元面 十 面六面 十 面 六面
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十月 八日
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日 九 十 日
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部
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面

五(文( 五(天( 安( 二 『五(因 (
十右久左 十 右保左 政左 丑過十右治左
嵐面二面 嵐面十面 三百 十去嵐面二百 傾1俗)年) )四)
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り治

ま1) 欠風 現
落 損化

状

図48 図48 図48 写真

注

畑
地
区

E
地
区
と
畑
地
区
と
の
中
聞
に
七
基

ぐ
ら
い
の
墓
標
が
あ
り
、

ζ

の
ほ
か
、
自
然
石
に

よ
る
簡
素
な
も
の
も
あ
る
。
墓
標
は
、
江
戸
時
代

の
終
り
の
も
の
が
多
い
。

寺
院
に
墓
地
整
理
中
発
見
さ
れ
た
骨
壷
が
四
個
ほ
ど
保
存
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
は
、
雑
器
を
骨
壷

K
利
用
し
た
と
み
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
茶
褐
色
又
は
黒
褐
色
の
粕
薬
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
と
と
に
下
頭
部
に
三
耳
を
と
り
つ
け
た
も
の
も
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
常
滑
系
統
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
参
考
の
た
め
、
写
真
(
印
)
及
び
図
(
初
)
を
掲
げ
て
お
く
。

墓地発見の骨壷写真第19図

X¥lII地区第18図

口百

墓地発見の骨壷図第20図
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一一一、

墓
標
の
種
類

前
章
の
よ
う
に
、
地
区
別
に
墓
標
を
整
理
し
た
の
で
あ
る
が
、

と
と
で
は
、

乙
れ
ら
の
性
格
や
形
態
か
ら
種
類
わ
け
に
し
た
い
。

乙
れ
ら
の
墓
標
の
石
質
は
、
花
山
岡
岩
・
安
山
岩
の
類
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
三
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
塔
の
名
で
用
い
ら
れ
て
い
る
墓
塔
の
類
と
、
墓
碑
又
は
墓
石
と
い

わ
れ
る
類
と
、
墓
そ
の
も
の
で
な
く
、
供
養
塔
或
い
は
供
養
碑
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

墓

塔

墓
塔
の
類
は
、
宝
箆
印
塔
・
五
輪
塔
及
び
無
縫
塔
で
あ
る
。

宝
僅
印
塔

横
須
賀
城
初
代
の
城
主
大
須
賀
康
高
及
び
二
代
忠
政
の
墓
標
二
基
を
は
じ
め
、
本
多
利
長
が
城
主
に
な
る
に
及
び
移
置
さ
れ
、
又
は
営
造
さ
れ
た
本
多
家
の
家
中
の
墓
標

そ
の
他
が
あ
る
。
天
正
十
六
年
の
大
須
賀
康
高
の
も
の
が
初
現
で
あ
り
、
各
地
の
古
式
の
例
に
比
す
る
と
、

か
な
り
装
飾
的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
塔
身
に
は
聞
き

-67一

蓮
花
を
高
彫
り
に
浮
き
だ
さ
せ
た
り
、
優
麗
な
書
体
で
究
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
笠
部
の
四
隅
の
隅
飾
り
も
、
十
五
度
前
後
外
方
に
反
り
、
渦
文
を
配
す
る
が
、
中
に
蓮
奮
を
入

れ
る
も
の
も
あ
る
。
相
輪
部
も
又
、
蓮
弁
・
術
せ
蓮
弁
を
く
り
か
え
し
て
配
し
、
上
に
宝
珠
を
お
く
長
身
の
も
の
で
、
中
に
は
、

E
地
区
分
の
よ
う
に
、
そ
の
各
部
に
、
妙
・
法
・
蓮
・
華

の
文
字
を
刻
し
た
も
の
も
あ
る
。
大
須
賀
康
高
の
も
の
は
、
総
長
四

0
0
セ
ン
チ
の
高
さ
で
あ
り
、

そ
の
他

E
地
区

4

・
6
・
叩
の
諸
例
も
二
二

O
I
三
一四
六
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
あ

り
、
相
輪
部
の
華
樗
な
意
匠
の
く
り
か
え
し
を
も
っ
特
色
と
と
も
に
、
撰
要
寺
式
と
も
い
う
べ
き
一
特
色
を
そ
な
え
る
。
な
お
、
川
勝
政
太
郎
博
士
は
宝
鑑
印
塔
の
形
式
に
関
西
形
式

と
関
東
形
式
と
の
大
き
い
こ
つ
の
主
流
の
あ
る
乙
と
を
説
い
て
い
る

(
1
)
が
、
中
世
の
古
式
宝
箆
印
塔
に
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
天
正
以
降
の
撰
要
寺
の
諸
例
に
は
指
摘
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
岡
崎
方
面
か
ら
の
石
造
技
術
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
強
い
て
い
え
ば
関
西
式
の
あ
ら
わ
れ
と
い
っ
て
よ
い
。

五
輪
塔

五
輪
塔
は
、
基
礎
・
塔
身
・
笠
・
請
花
・
宝
珠
、
す
な
わ
ち
下
か
ら
数
え
て
そ
の
基
礎
・
球
形
の
塔
身
・
宝
形
造
り
の
屋
根
の
笠
・
半
球
形
の
請
花
・
宝
珠
の
五
部
を
あ

ら
わ
し
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
輪
と
す
る
通
有
の
形
式
で
あ
る
が
、
他
の
地
域
に
小
型
の
も
の
も
あ
る
の
に
比
し
て
、
撰
要
寺
の
場
合
は
概
し
て
大
型
で
あ
る
。
中
で
も
、

E 
地

区
に
あ
る
本
多
康
重
・
康
紀
・
忠
利
の
三
代
の
五
輪
塔
を
は
じ
め
、

と
の
地
区
の
は
岡
崎
か
ら
船
で
矢
作
川
を
下
り
横
須
賀
港
に
は
乙
ば
れ
、

さ
ら
に
撰
要
寺
の
西
の
浦
河
に
入
り
、

門
前
下
で
陸
上
げ
さ
れ
た
と
寺
伝
に
い
う
も
の
で
、
総
じ
て
十
一
基
あ
る
。
本
多
康
重
の
も
の
は
、
総
高
三
二

0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
他
に
高
天
神
城
主
小
笠
原
家
一
族
の
五
輪
塔
が
四

基
沼
地
区
1
・
2
、
廻
地
区
日
・
臼
に
あ
る
。
ま
た
廻
地
区
に
は
、
倒
壊
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

大
型
な
の
で
、
一
石
五
輪
塔
は
な
く
、
空
輸
と
風
輪
が
一
石
、
火
輪
が
一
石
、
地
輪
が
一
輪
と
水
輪
も
一
石
で
基
壇
を
含
め
る
と
五
石
の
組
み
合
せ
の
も
の
が
多
い
。
し
か
し

E
地
区
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第30図墓塔実測図(I地区一 1・2) 
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第32図墓塔実測図 (II地区-6・7・20)
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お
と
潤
地
区
別
と
は
地
・
水
・
火
の
三
輪
が
一
石
、
風

・
空
輸
が
一
石
で
、
基
壇
を
別
に
す
る
と
二
石
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ま
た
、

四
面
に
林
凡
字
が
あ
る
も
の
、

四
面
に
地
・
水
・
火
・
風

・
空
の
文
字
を
ほ
り
と
ん
だ
も
の
も
あ
る
。

正
面
に
党
字
を
彫
り
、
他
の
三
側
面
は
素
面
の
も
の
の
ほ
か

K
、

区
別
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

四
面
に
党
字
の
あ
る
も
の

四
地
区
|
お
、

E
地
区

!
l
・
2
・
3
・
8
・
ロ
・
日
・

2
・
初
、

正
面
に
の
み
党
{
子
の
あ
る
も
の

mm
地

区

部

正
面
に
文
字
、
他
の
三
面
は
党
字
の
も
の

潤
地
区

1
4
、
潤
地
区
|
幻

四
面
に
文
字
あ
る
も
の

E
地
区
ー
は
・
日

塔
身
は
、
丸
長
で
先
端
は
卵
形
の
尖
り
又
は
円
頂
を
な
す
い
わ
ゆ
る
卵
塔
の
類
で
あ
る
。
基
礎
の
上
に
垂
れ
蓮
弁
を
そ
な
え
る
六
角
の
中
台
と
変
り
蓮
華
を
も
っ
請
花
部

無
縫
塔

噛
地
区

l
m、
沼
地
区

2
、
班

地

区

臼

は
寺
院
の
歴
代
の
僧
の
無
縫
塔
が
並
列
し
て
い
る
。
無
縫
塔
は
、

乙
の
町
地
区
の
ほ
か
に

V
地
区
等
に
若
干
見
ら
れ
る
。

上
に
塔
身
を
も
つ
も
の
が
多
い
が
、
最
も
古
い
の
は
開
山
の
春
阿
大
和
尚
の
も
の
で
、
総
高
一
一

ム
ハ
セ
ン
チ
で
あ
る
。
町
地
区
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
地
区
に

と
を
配
し
、

E 

墓

碑

と

の

も
の
で
、
明
確
に
区
別
す
る
と
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

一
応
ζ

乙
に
い
う
板
状
碑
は
、
側
面
の
厚
さ
は
、

宝
僅
印
塔

・
五
輪
塔
及
び
無
縫
塔
の
よ
う
な
墓
塔
の
類
の
ほ
か
に
、
墓
地
を
構
成
す
る
大
部
分
の
も
の
は
、
板
状
及
び
方
柱
状
の
墓
碑
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
乙
の
区
別
は
便
宜
的
な

80 

正
面
の
幅
に
比
し
て
い
ち
じ
る
し
く
な
く
、

ま
ま
で
整
美
さ
れ
な
い
租
面
を
な
す
も
の
を
基
準
と
し
た
い
。
方
柱
状
の
も
の
は
、
正
面
の
幅
と
側
面
の
厚
さ
(
第
引
図
)

が
大
体
同
じ
く
ら
い
の
も
の
、
す
な
わ
ち
断
面
正
方
形
の
も
の
、
又
は
と
れ
に
近
い
も
の
を
基
準
と
す
る
が
、
断
面
が
長
万

状
を
な
す
も
の
で
も
、
背
面
が
磨
か
れ
整
美
さ
れ
て
い
る
も
の
も
方
柱
碑
と
な
し
た
い
。

板
状
墓
標

三
角
に
尖
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

三
角
状
の
場
合
も
鈍
角
又
は
鋭
角
を
な
す
も
の
、

上
頂
部
が
、

ま
っ
す
ぐ
な
線
を
な
す
も
の
、

一
応
三
角
頭
(
第
必
図
)
と
=
一
角

や
や
丸
み
の
あ
る
カ
1
ブ
を
な
す
も
の
な
ど
も
あ
る
。

状
弧
頂
(
第
位
図
1
1
3
)
と
に
区
別
す
る
。
ま
た
と
れ
ら
に
は
、
頂
部
の
三
角
と
碑
身
と
の
聞
に
段
を
設
け
て
碑
身
の

方
が
低
く
な
り
、

そ
の
段
の
中
央
に
丸
い
割
り
乙
み
を
設
け
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
三
角
頂
が
や
や
前
に
傾
斜
す
る
反
り

を
見
せ
、
頂
点
か
ら
た
て
に
稜
線
を
お
ろ
す
も
の
も
あ
る
。

方
柱
状
墓
標

正
面
の
幅
に
比
し
て
側
面
の
厚
き
が
、

現
在
の
墓
石
に
も
共
通
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
角
碑
で
あ
る
が
、

二
分
の
一
に
満
た
な
い
も
の
で
も
、
背
面
が
正
面
・
側
面
と
同
じ
く
平
滑
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
乙
の
類
に
含
め
た
。
頂

し
か
も
背
面
は
荒
削
の板状碑の正面と側面(II地区-29)第41図
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各面の隅取りのある三角頭角碑(沼地区-33)第44図

部
の
形
式
に
よ
っ
て
、
三
角
頭
、

三
角
状
弧
頭
、
弧
頭
、
二
垂
弧
頭
、
方
頭
、
隅
丸
方
頭
、
盛
り

上
げ
方
頭
、

三
角
錐
方
頭
等
に
わ
け
た
が
、

ζ

れ
ら
の
区
別
は
挿
図
第
必
図

(
4
1
ロ)
に
掲
げ

た
の
で
乙
の
説
明
を
省
き
た
い
。
な
お
、

た
と
え
ば
方
頭
を
打
切
形
石
碑
、

三
角
錐
方
頭
を
兜
巾

形
石
碑
、
孤
頭
の
一
形
式
を
香
臣
形
石
碑
と
な
し
て
い
る
名
称
も
あ
る
が
(
た
と
え
ば
後
藤
守
一

「
郷
土
考
古
学
l
墳
墓
を
中
心
と
し
て
」
(
郷
土
史
研
究
講
座
七
)
わ
か
り
易
い
名
を
採
用
し
た
。

笠
付
方
柱
状
墓
標

高
い
方
柱
の
上
に
笠
を
お
く
形
式
で
あ
る
。
方
柱
の
断
面
に
は
長
方
形
の

も
の
も
あ
る
が
背
面
も
平
滑
に
な
っ
て
い
る
。
笠
も
破
風
付
き
の
複
雑
な
意
匠
を
示
す
も
の
も
あ

る
。
特
殊
な
も
の
と
し
て

m地
区
の
お
の
も
の
は
、

正
面
も
わ
く
を
と
り
つ
け
一
種
の
位
牌
形
を

示
し
て
い
る
。
な
お
、

笠
で
な
く
宝
珠
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
も
あ
る
。

笠付方柱状墓標の笠部第45図
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位牌形笠付方柱状墓標第46図



E
 
仏
像
付
光
背
状
墓
標

仏
像
を
主
体
に
す
れ
ば
、
仏
像
に
光
背
を
と
り
つ
け
た
形
式
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
船
形
の
板
状

光
背
に
仏
像
を
高
肉
彫
り
に
造
り
つ
け
た
と
み
た
方
が
よ
い
。
各
地
区
に
わ
ず
か
な
例
が
あ
る
。

と
れ
ら
に
は
供
養
碑
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
も
考
え
ら
れ
る
が
、
童
男
・
童
女
の
墓
標
に
も

見
ら
れ
る
。

町

そ
の
他
の
墓
標

乙
れ
ら
の
ほ
か
に
、
自
然
石
の
も
の
も
若
干
あ
る
。
新
し
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
型
の

面
の
平
ら
か
な
一崩
平
の
自
然
石
を
用
い
た
も
の
の
ほ
か
に
、
自
然
丸
石
の
小
型
の
も
の
を
墓
石
に
し
た

も
の
も
あ
る
。

な
お
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
墓
標
と
み
な
さ
れ
る
例
の
ほ
か
に
、
供
養
塔
或
い
は
供
養
碑
と
考
え
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
来
家
夫
妻
の
石
仏
像
も
、

一
種
の
供
養
的
な
も
の
と
考
え
た
い
が

乙
の
ほ
か
、
方
柱
の
上
に
石
仏
を
配
し
た
も
の
、

又
は
、
方
柱
碑
で
表
面
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を

刻
し
た
も
の
な
ど
と
の
類
で
あ
ろ
う
。

注

川
勝
政
太
郎
「
日
本
石
材
工
芸
史
」
昭
和
三
十
二
年

自然石の墓標第48図

仏像付背光状墓標(IV地区一15)第47図
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四

墓
標
の
編
年
的
序
列

前
述
の
よ
う
に
、
種
類
に
よ
っ
て
分
類
し
、
ま
た
地
区
別
に
整
理
し
た
墓
標
群
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
編
年
的
な
序
列
に
編
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
紀
年
銘
の
明
ら
か
な
お
よ
そ

二
五

O
基
に
つ
い
て
、
編
年
的
な
序
列
を
表
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
を
掲
げ
る
ζ

と
に
す
る
。
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五、

墓
標
の
変
遷

以
上
の
表
の
よ
う
に
、
編
年
的
な
序
列
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、
宝
僅
印
塔
・
五
輪
塔
又
は
板
状
・
方
柱
状
の
墓
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
を
も
っ
た
も
の
が
、

そ
の
初
現

の
天
正
十
六
年
の
も
の
か
ら
、

一
応
便
宜
的
に
区
切
っ
た
明
治
十
年
の
終
末
の
と
き
ま
で
、

お
よ
そ
三
百
年
の
聞
に
わ
た
っ
て
、
互
い
に
消
長
が
あ
り
推
移
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

乙
の
消
長
変
遷
立
、
大
ま
か
に
み
る
と
次
の
よ
う
な
図
の
如
く
で
あ
る
。

Tム

像

月 収 :玉

付
柱

状無五

光笠三盛二隅 二 叶 抽 コ 碑ー 縫輪
僅

背付角り重 弧一一二塔搭 EP 
型 上隅丸重 角角

方錐げ丸方弧 頭状頭
塔

方方 弧
柱頭頭 頭頭頭 頭

1584 
(天正 12) 

1600 
(慶長 5) 

ト

1650 
(慶安 3) 

1700 
(宝永 6) 

1750 
(寛延 3) 

1800 
(寛政 12) 

1850 
(嘉永 3) 

←1 877 
(明治 10)
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ζ

の
表
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
墓
標
は
、
時
期
の
経
過
と
と
も
に
変
化
を
呈
し
て
い
る
。
宝
僅
印
塔
は
、
初
現
の
天
正
年
聞
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
発
達
し
て
い
る
が
、

寛
文
元
年
(
一
六
六
四
)

の
も
の
を
も
っ
て
絶
え
て
い
る
。
五
輪
塔
は
、
紀
年
銘
の
明
ら
か
な
も
の
を
例
に
と
れ
ば
、
天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
)

の
も
の
が
初
現
で
あ
り
、
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)

の
例
を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
。
紀
年
銘
の
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
、
恐
ら
く
ほ
ぼ
そ
の
聞
の
も
の
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
ら
に
対
し
て
、
無
縫
塔
は
、

lま

じ
め
開
山
の
僧
の
墓
塔
と
し
て
天
正
十
二
年

(
一
五
八
四
)

の
も
の
を
初
現
と
し
、

し
か
も
、

乙
の
後
も
歴
代
の
僧
の
墓
塔
と
し
て
そ
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
。

板
状
墓
標
は
、
慶

長

十

年

三

六

O
五
)

の
例
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
特
に
万
治
年
間
の
も
の
に
は
、
大
型
で
、
碑
身
下
部
に
蓮
の
膏
と
葉
と
を
配
し
、
水
受
け
を
台
座
に
ほ
り
つ
け
、

あ
た
か
も
水
槽
か
ら
蓮
が
派
生
し
て
い
る
よ
う
な
技
巧
を
乙
ヨ
り
し
た
も
の
も
あ
り
、

ζ

の
頃
の
石
工
の
一
つ
の
風
格
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
板
状
墓
標
は
寛
政
・
文
化
の
頃

か
ら
少
な
く
な
り
、

一
方
、
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
が
、
背
一
面
も
平
滑
に
し
た
方
柱
状
墓
標
に
近
い
も
の
も
発
達
し
て
く
る
。
し
か
し
、
乙
の
種
の
も
の
も
、

そ
の
初
現
的
な
も
の
は

頭
部
は
三
角
状
を
な
し
、

三
角
頭
が
深
い
伝
統
を
っ
た
え
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

弧
頭
の
方
柱
状
墓
標
は
、
享
保
の
頃
か
ら
あ
ら
わ
れ
、

二
重
弧
頭
も
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
発
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
隅
丸
方
頭
は
、
延
享
の
頃
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
の
中
葉

の
頃
か
ら
あ
ら
わ
れ
、
盛
り
上
げ
方
頭
や
三
角
錐
方
頭
も
、

乙
れ
に
つ
づ
い
て
出
現
し
、
お
く
れ
て
二
重
隅
丸
方
頭
の
形
式
が
発
達
す
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
弧
頭
・
二
重

弧
頭

・
隅
丸
万
頭

・
二
重
隅
丸
万
頭
・
盛
り
上
げ
方
頭
・
三
角
錐
頭
の
方
柱
状
墓
標
は
、
十
八
世
紀
の
初
頭
か
ら
江
戸
時
代
の
終
末
ま
で
広
く
行
わ
れ
、
墓
標
と
し
て
の
定
型
を
な
し

て
い
た
と
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、

乙
れ
ら
は
明
治
の
十
年
ま
で
も
つ
づ
い
て
い
る
が
、
特
に
盛
り
上
げ
方
頭
や
三
角
錐
方
頭
は
や
が
て
平
頭
へ
と
発
達
し
、

乙
の
平
頭
は
、
明
治
・
大
正
に
及
ん
で
現
代
に

-94-

も
つ
づ
い
て
い
る
。

笠
付
方
柱
状
墓
標
や
背
光
型
の
板
状
墓
標
に
仏
像
を
彫
刻
し
た
例
は
、
特
に
時
期
的
な
関
係
が
な
く
江
戸
時
代
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

乙
と
に
笠
付
方
柱
状
墓
標
は
寛
保

か
ら
安
永
・
文
化
の
頃
の
も
の
に
多
く
、
ま
た
、

ζ

の
頃
の
と
の
形
式
の
も
の
は
全
国
的
に
も
広
汎
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
お
り
、

乙
の
頃
の
墓
標
と
し
て
、
特
に
賛
沢
な
最

高
の
水
準
に
あ
る
も
の
と
し
て
、

一
部
の
間
に
採
用
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
笠
付
方
柱
状
墓
標
の
中
で
別
地
区
の
国
の
例
は
、

正
面
に
隅
取
り
を
見
せ
、

一
種
の
位
牌
型
を
示

し
て
お
り
特
殊
で
あ
る
(
第
必
図
)
。
ま
た
、
三
角
頭
の
方
柱
状
墓
標
の
中
で
も
耳
地
区
の
お
な
ど
の
よ
う
に
、
表
面
は
も
と
よ
り
、
側
面

・
背
面
に
も
隅
取
り
を
な
し
周
孤
を
高
く

す
る
例
が
あ
り
、
乙
れ
ら
は
一
六
六
一
年
の
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
或
る
限
ら
れ
た
時
期
に
発
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

以
上
は
、
墓
標
の
各
種
類
の
大
き
い
推
移
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
墓
標
の
形
態
や
構
造
や
装
飾
的
意
匠
を
見
て
も
、

そ
の
変
化
の
あ
と
が
た
ど
ら
れ
る
。

ま
ず
宝
僅
印
塔
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
の
構
成
す
る
塔
身
や
上
頂
部
又
は
隅
飾
り
等
に
お
い
て
も
変
化
が
あ
り
、

と
れ
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
聞
き
蓮
弁
文
や
垂
れ
蓮
弁
文
の
彫
刻

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ζ

と
に
宝
僅
印
塔
の
構
成
要
素
と
し
て
特
色
を
も
っ
隅
飾
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
第
お
図
の
よ
う
に
集
成
し
て
み
る
と
、

そ
の
変
化
の
工
合
が
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

宝
僅
印
塔
は
、
本
来
金
剛
界
の
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
で
あ
る
。
小
野
塚
幾
澄
博
士
の
示
教
に
よ
れ
ば
東
向
が
「
随
方
」
で
本
来
の
向
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
運
心
」
で
、

そ
の
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第49図 宝医印塔隅飾の各種形式
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方
向
も
枝
配
で
き
る
と
い
う
。
本
寺
院
に
最
初
に
建
立
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
と
の
二
基
の
宝
僅
印
塔
は
東
向
き
で
あ
り
、
本
来
の
「
随
方
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
向
き
の
違
う
も
の
は
「
運
心
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
五
輪
塔
に
な
っ
て
も
、

そ
の
技
法
に
お
い
て
風
輪
部
と
空
輪
部
と
を
一
石
に
し
、
地
輪
・
水
輪
・
火
輪
を
別
石
に
し
た
も
の
と
、
地
・
水
・
火
輪
部
と

一
石
K
、
風
・
空
輪
部

と
を
そ
れ
ぞ
れ

一
石
に
し
た
も
の
と
が
あ
る
が
、
後
者
の
も
の
は
古
い
例
に
多
い
。
ま
た
、
火
輪
す
な
わ
ち
笠
状
の
構
造
の
屋
根
の
軒
部
の
形
式
も
、
第
幻
図
に
示
し
た
よ
う
に
変

化
が
た
ど
ら
れ
る
。

五
輪
塔
は
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
で
あ
り
、
各
輪
部
の
党
字
は
東
・
南
・
西
・
北
の
四
方
に
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
五
大
の
種
子
の
回
転
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
小
野

塚
幾
澄
博
士
の
示
教
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

クb
二E

風

火

水

地

発

Jc，、

キ
ャ

カ

フ

-
ヴ
ノ
ァ

-
ア

(
東
)

{彦

行

キ
ャ

1

・
カ

l
・
ラ
l
・
ヴ
ァ

l
・
ア
1

(
南
)

主主
仁ヨ

提

キ
ャ
ン

・
カ
ン
・

ラ
ン

・
ヴ
ァ
ン

・
ア
ン

(
西
)

97十

浬

繋

キ
ャ
ク
・
カ
ク
・
ラ
ク
・
ヴ
ァ
ク
・
ア
ク

(
北
)

そ
し
て
、
本
来
、
宝
箆
印
塔
と
同
じ
く
東
面
で
あ
り
「
随
方
」
で
あ
る
。

皿
地
区
の
二
基
の
五
輪
塔
(
日
・
臼
)

が
東
面
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
本
来
の
向
き
に
し
た
が
っ
た
も
の
で

あ
る
。
も
っ
と
も
墓
地
等
の
関
係
で
「
運
心
」
に
あ
る
と
と
も
で
き
る
し
、

乙
の
場
合
、

と
の
向
き
は
関
係
な
い
と
い
う
。

本
寺
院
の
五
輪
塔
の
場
合
、
移
置
し
た
本
多
家
関
係
の
も
の
は
、

い
ず
れ

IV 

W
9
 

IV 
11 

無
縫
塔
の
場
合
は
、
初
現
の
天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
)

の
も
の
と
、
江

無縫塔上部の各形式

も
乙
の
「
運
心
」
と
し
て
向
き
が
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

五
輪
塔
の
中
に

は
、
輪
部
の
様
子
が
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
浬
繋
に
よ
る
方
式
と
あ
わ
な

い
も
の
も
あ
る
。
或
い
は
各
輪
部
の
積
み
重
ね
の
場
合
の
ミ
ス
に
よ
る
も
の

か
も
知
れ
な
い
。

戸
時
代
末
期
の
例
を
そ
の
頭
部
に
お
い
て
比
較
す
る
と
、
あ
と
の
も
の
は
円

第51図

頂
部
に
尖
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
り
、

ζ

れ
は
、
無
縫
塔
の
形



式
の
一
般
的
な
変
化
と
同
様
で
あ
る
。

板
状
墓
標
の
三
角
状
頭
部
も
変
化
が
あ
る
。
頂
点
が
前
に
屈
む
よ
う
に
反
り
を
見
せ
て
い
る
形
式
は
古
い
も
の
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

ζ

れ
に
は
表
面
に
頂
点
か
ら
割
線
ま
で
上
下

に
直
線
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

上
部
の
横
線
の
区
割
の
中
央
が
、
半
円
形
に
く
い
乙
み
を
見
せ
て

い
る
も
の
は
、
万
治
年
間
の
頃
の
も
の
の
共
通
し
た
形
式
で
あ
る
。

舟
形
背
光
状
の
板
状
墓
標
に
仏
像
を
半
円
刻
し
た
も
の
も
、

E
地
区
!
?
の
元
禄
二
年
の
例
の
よ
う
に
、
比
較
的
古
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。

方
柱
状
墓
標
は
、
板
状
墓
標
の
頂
部
の
三
角
形
の
も
の
か
ら
伝
統
を
ひ
い
た
三
角
頭
が
古
い
も
の
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
弧
頭
が
三
角
状
弧
頭
か
ら
発
達
す
る
。
特
に
方
柱
状
墓
標
の

中
で
、
家
紋
を
正
面
中
央
上
部
に
刻
す
る
傾
向
は
、
文
化

・
文
政
の
頃
に
あ
ら
わ
れ
、

乙
れ
よ
り
以
前
は
究
字
で
あ
る
。

と
の
変
化
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
後
章

に
も
述
べ
た
い
。

J士
，.'口

撰
要
寺
墓
標
に
関
す
る

一、

三
の
問
題

前
章
ま
で
、
墓
塔
・
墓
碑
に
関
し
て
地
区
別
及
び
編
年
別
の
表
を
掲
げ
な
が
ら
、
特
に
種
類
の
推
移
と
形
式
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
述
べ
た
。

0
6
 

円
刈

υ

と
ζ

に
終
章
と
し
て
、
若
干
の
問
題
に
触
れ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

文
字
の
記
載

文
字
は
、
楕
書
で
端
正
な
筆
法
で
刻
ま
れ
て
お
り
、
格
調
の
高
い
も
の
も
あ
る
。

と
と
に
、
天
正
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
藩
主
や
家
中
の
人
々
の
墓
標
で
あ
る
宝
僅
印
塔
や
五
輪
塔

に
見
ら
れ
る
も
の
に
は
謹
厳
正
硬
な
趣
が
見
ら
れ
る
。
な
お
墓
標
に
お
け
る
記
載
用
例
に
お
い
て
は
、

正
面
の
中
央
の
上
に
究
{
子
を
刻
し
、

そ
の
下
に
戒
名
を
記
し
、
向
っ
て
右
に
死

亡
の
年
、
左
に
月
日
を
あ
ら
わ
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
向
っ
て
左
に
本
多
豊
後
守
な
ど
の
官
位
、
左
に
藤
原
康
紀
な
ど
の
姓
名
を
刻
す
る
も
の
、
右
に
死
亡
の
年
月
、
左
に
姓
名
を

刻
す
る
も
の
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
見
ら
れ
る
。
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II 
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II 
10 

文
様
の
表
現

文
様
は
蓮
弁
文
を
利
用
し
た
も
の
が
多
く
、

焚文表現のニ例第53図

乙
れ
ら
は
垂
れ
蓮
弁
・
仰
ぎ
蓮
弁
・
聞
き
蓮
弁
又
は
、
葉
と
曹
と
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
あ
る
。

ζ

と
に
、
万
治
年
間
の
も
の
に
は

100 ← 

奮
と
葉
と
を
碑
面
の
下
に
浮
彫
り
し
、
そ
の
下
の
台
座
に
は
、
聞
き
蓮
弁
を
表
面
に
ほ
ど
乙
し
た
水
受
け
を
き
ざ
み
と
み
、
あ
た
か
も
葉
と
苦
と
が
と
の
水
受
け
か
ら
出
て
い
る
よ
う
な

趣
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
本
来
三
笠
蓮
華
は
、
中
世
の
宝
僅
印
塔
等
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
聞
き
蓮
弁
の
中
に
は
、

m
H
3
 

こ
れ
か
ら
脱
化
さ
せ
て
特
殊
な
表
現
を
見
せ
て
お
り
、

そ
の
頃
の
石
工
の
技
術

彫
り
の
浅
い
も
の
、
力
強
く
浮
き
だ
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
各
種
も
指
摘
さ
れ
そ
乙
に
時
代
の
変
化
も
し
の
ば
れ
る
。

m
4
 

文
様
の
中
で
、
立
葵
の
文
様
が
本
多
家
関
係
の
墓
標
と
見
ら
れ
る
。
立
葵
は
沼
田

蓮の糞と曹の表現と水受け

頼
輔
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
徳
川
氏
が
従
来
立
葵
を
用
い
た
が
、
永
禄
三
年
に
な

っ
て
、
家
康
は
家
紋
を
定
め
る
に
際
し
て
、
本
多
氏
の
家
紋
で
あ
っ
た
三
葉
葵
の
紋

を
用
い
た
の
で
、
本
多
氏
は
三
本
立
葵
に
改
め
、

そ
の
後
参
河
岡
崎
を
は
じ
め
本
多

氏
は
い
ず
れ
も
立
葵
紋
を
用
い
た
と
い
う
(
『
紋
章
の
研
究
』
)
。
乙
れ
ら
の
墓
標
に
立

葵
を
用
い
て
い
る
乙
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
形
態
上
で
は
、
同
文
の
中
に
立
葵
を
用
い

第54図

た
も
の
、
立
葵
を
並
列
さ
せ
た
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
、

し
か
も
細
部
の
点
で
は
、
彫

刻
や
文
様
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
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な
お
、
宝
僅
印
塔
の
意
匠
も
、
時
間
的
に
特
色
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
と
に
隅
飾

り
は
そ
の
意
匠
の
表
現
が
か
な
り
変
化
を
示
し
て
い
る
。

家
紋
の
表
現

墓
標
の
正
面
の
戒
名
の
上
に
家
紋
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
く
、

と
れ
は
近
世
の

墓
標
の
通
有
な
一
表
現
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、

乙
の
墓
地
の
場
合
は
、
初
期

の
三
角
頭
板
状
碑
に
は
家
紋
は
な
く
阿
弥
陀
の
党
字
の
み
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
も

そ
の
上
に
丸
い
割
引
り
を
設
け
て
い
る
。
寛
永
年
間
の
も
の
も
二
重
隅
丸
方
頭
の
角

碑
に
か
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
も
究
字
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
文
化
・
文
政
の

頃
か
ら
以
降
は
ほ
と
ん
ど
家
紋
の
も
の
が
発
達
し
て
い
る
。
家
紋
の
表
現
の
場
合

も
、
上
部
の
隅
と
り
の
部
分
に
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
る
も
の
、
飾
隅
取
り
内
の
部
分

に
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
二
形
式
が
あ
る
。

な
お
、
円
形
の
中
に
家
紋
を
配
す
る
手
法
は
、
先
行
す
る
三
角
頭
板
状
碑
の
上

部
の
円
形
朝
り
と
み
の
手
法
か
ら
の
発
展
と
も
見
ら
れ
ぬ
と
と
は
な
い
。

個
人
墓
と
夫
婦
墓

墓
碑
の
戒
名
を
見
る
と
、
個
人
を
示
す
も
の
と
、
二
重
位
を
刻
し
夫
婦
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
が
あ
る
。
宝
僅
印
塔
や
五
輪
塔
又
は
三
角
頭
板
状
碑
は
、
個
人
の
戒
名
の
み

で
あ
る
。
乙
の
個
人
墓
標
は
元
禄
の
頃
ま
で
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
も
の
に
は
殖
地
区
日
・
殖
地
区
|
必

-m地
区
!
日

-
W地
区
|
叩
な
ど
の
よ
う
に
つ
づ
き
、
明
治
ま
で
存
続
す
る
。

墓
地
の
選
定

立葵の家紋の諸形式第56図
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寺
院
の
創
立
当
初
に
建
立
さ
れ
た
藩
主
の
墓
標
は
、
本
堂
の
近
く
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
た
と
え
移
転
さ
れ
た
も
の
で
も
、
奥
の
高
台
の
地
に
、
あ
た
か
も
城
か
ら
も
望
ま
れ
る
場
所
に

営
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
院
住
職
の
墓
標
も
参
道
入
口
近
く
、
本
堂
に
近
く
営
ま
れ
て
い
る
。

藩
関
係
の
家
中
の
人
々
の
墓
標
は
、
眺
望
も
よ
い
高
燥
の
地
に
多
い
乙
と
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
当
時
の
町
人
や
百
姓
の
墓
が
、
墓
地
の
端
と
か
、
最
も
奥
ま
っ
た
と
乙
ろ
な
ど
に
見
ら



現
在
な
お
法
燈
の
つ
づ
い
て
い
る
寺
院
に
お
い
て
、
墓
地
が
寺
域
内
に
あ
り
、

し
か
も
、

頭書の党字と紋章

れ
る
。市吉

び

寺
院
の
創
建
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
墓
塔
墓
碑
の
類
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
過
去
帳
も

比
較
的
少
い
。
撰
要
寺
の
墓
塔
・
墓
碑
の
類
は
、

ζ

の
点
に
お
い
て
重
要
な
文
化
遺
産
と
も

第57図

そ
な
わ
り
、
か
つ
子
孫
の
壇
家
の
人
々
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
墓
参
の
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
例
は

い
え
る
。

今
回
の
調
査
は
、
墓
地
に
隣
接
し
て
い
る
一
部
地
域
も
既
に
削
土
さ
れ
、
墓
地
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
保
全
の
上
に
も
暗
影
が
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
の
緊
急
な
調
査
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
研
究
は
近
世
考
古
学
乙
と
に
発
掘
を
と
も
な
わ
な
い
で
行
っ
た
考
古
学
の
研
究
と
し
て
、
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
も
、
墓
と
い
う
、

人
々
の
習
俗
慣
習
の
中
の

儀
礼
的
な
行
為
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
資
料
に
つ
い
て
の
近
世
の
動
向
は
、
単
に
近
世
の
み
で
な
く
、
中
世
又
は
古
代
、
或
い
は
弥
生
時
代
の
墓
制
や
古
墳
の
研
究
に
も
示
唆
す
る
と
と

ろ
が
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
三
角
頭
を
も
っ
板
状
碑
が
、
次
第
に
角
碑
に
移
行
し
つ
つ
も
、

三
角
頭
の
形
式
が
強
靭
な
伝
統
を
っ
た
え
て
い
る
乙
と
、

或
る
定
型
と
な
っ

103 -

た
角
碑
は
、

一
つ
の
時
期
の
中
に
不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
る
と
と
、

江
戸
時
代
の
終
り
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
墓
碑
に
は
変
化
が
な
く
、
明
治
維
新
と
い
う
大
き
い
政
治
的
変
革
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
民
衆
の
習
俗
慣
習
と
し
て
の
墓
制
に
は
何
等
の
変
貌
も
な
か
っ
た
乙
と
な
ど
、
先
行
の
墓
制
に
も
示
唆
を
あ
た
え
る
二
、

三
の
例
で
あ
る
。
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